
　　　　　　　：藤沢市大庭城山地区保全のための

　　　　　　　　　　植物社会学的研究

　　Pflanzensoziologische　Studien　ftとr　rationelle

Nutzuれg　und　E：rhaltung　des　Ohbashiroyama・Bezirk

　　　　　　　　　　（Fujisawa　bei　Yokohama）

1971

横浜国立大学生物学教室

宮　脇　　昭

　　　　　　　　Akira　MIYAWAKI

B呈dogical　Institu艶，　Yokohama　National　University

　　　　　　　　　Fuj量sawa／Japan



　　　　藤沢市大庭城山地区保全のための

　　　　　　　植物社会学的研究

　　Pflanzensoziologische　Studien　fUr　ratione皿e

Nutzung　und　Erhaltung　des　Ohbashiroyama・Bez虻ks

　　　　　　　（Fujisawa　bei　Yokoka血a）

1971

　　　　　　横浜国立大学生物学教室

　　　　　　宮　　脇　　　昭

　　　　　　Akira］MIYAWAKI

Biological　Institute，　Yokohalna　National　UIliversity

　　　　　　　：Fujisawa／Japan



　　　　　　藤沢市大庭城山地区保全のための

　　　　　　　　　植物社会学的研究

　　　Pflanze貧soziologische　Studien　f致r　rationelle

Nutztmg　und　Erhaltung　des　Ohbashiroyama－Bezirks・

　　　　　　　　　（Fujisawa　bei　Yokokama）

1971

　　　　　　　横浜国立大学生物学教室

　　　　　　　　宮　　脇　　　昭

　　　　　　　Akira　MIYAWAKI

Bio玉ogical　Institute，　Yokohama　National　University

　　　　　　　　　Fujisawa／Japan



　　　　藤沢市大庭城山地区保全のための

　　　　　　　　植物社会学的研究

　　　　　　　　　　　横浜国立：大学：生物学教室

　　　　　　　　　　　　　宮脇　昭

　　　　　　　　　　藤原一絵・鈴木邦雄

　　Pflallzensoziologische　S加dien琵r　ratio漁elle　Nutzung　und

Erhaltung　des　Ohbashiroyama－Bez玉rk（Fulisawa　bei　Yokoha韮na）

　　　Biolog圭cal　I総stitute，　Yokohama　National　Un圭versity

　　Akira　MIYAwAKI，　Kazue　FuJlwARA　und　Kun三〇SUzuK玉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　次

はじめに…………・・……………・……………・………・・………………・・………・…・……・・1

　1　調査地域の概観…………………………………・…・………・……・………・………・・……・・1

　簸調査法………………・…・…………・…・…………………………・・………・………・・…2

　　D　植生調査一……………・…・・……………・………・……・…・…………・……9・……………2

　　2）現存植生図の作製・……………0…’…’…………◆’………’………’●………………’”…4

　　3）　潜在自然植生図の作製………………・・…・……………・・…・……………・・……………・4

　　4）立地図および自然度による植生区分図の作製………………・…・・……………・・……4

　皿調査結果・・……………・・……・……………………………・…………・…・…・……………5

　　A）植物群落・………………・…・…・……………………………・・………………・・………・…5

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

自然植生残存林分（シラカシ群集ケヤキ亜群集）（Tab．2）……・…………・…・……5

クヌギーコナラ群集（Tab．3）・………………・………一一…・・……………一・…・7

クロマツ1復林（Tab。3）…………・…・…・……・………・・…………・……・・……………8

スギ，ヒノキ植林（Tab．4）・一…・…・………・……・……………・…・・………………10

竹林（Tab．5）……………・・…・……・…………・・一…………一・一…一………・…12

ニセアカシア植林（Tab．6）…………・……………・…………・……・…・……＿，＿＿14

ヤマハンノキ植林（Tab．7）………・……………・・…・………・…・……・……………・・15

クリ植林（Tab．1）………………・……………一…・…………・…・…・………・…・……16

アズマネザサーススキ群集（Tab．8）……・…………・・………………・・…………・…16

伐跡群落（ネムノキーアカメガシワ群落）（Tab．9）………………・・………………47

ヒメジョオンーヒメムカショモギ群落（耕作放棄畑の群落）（Tab．10）…………17



12）　シバ群落（Tab．　H）……………一・……………・・…・………

13）路傍雑草群落（カモジグサーチガや群落）（Tab．12）・

14）踏跡群落（ニワホコリーカゼクサ群集）（Tab．13）…

B）現存植生図・・…

C）潜在自然植生図・……

　1）

2）

3）

4）

5）

D）

シラカシ群i集モミ亜群集域…

シラカシ群集典型亙1飼洋集域…

シラカシ群集ケヤキ瀬群集二一

クヌギーハンノキ群落域……

ヨシーハンノキ群落域’…

　　臼二度による植生区分図…

　1）自然植生残存林分域・・……

　H）自然植生が比較的良好に復元している植林および二次林・…

　玉H）自然高山が著しく破壊されている植林地

　　　　　　　　　　および定期的管理の続けられている二次林・・

　IV）：草原および裸地…

E）立地図……………・…・……………・…・・………・………

　1）急斜面及び斜面上端の極端に不安定な立地…………

　H）沖積低地の湿生立地…・………

　皿）小噺斜面のやや不安定な立地…………・

　IV）台地斜面のやや安定な立地…………

　V）台地上の安定な立地一…………

IV　植生調査に基づいた自然診断及び立地開発への諸提案…

V

1）

2）

3）

4）

5）

6）

1）

2）

自然残存林分の保護・復元……………

現存する高木・亜高木の利用…一・……

立地上弱い地域の取りあつかい……

マント群落、ソデ群落の復元と利用…

堀り割りあとの保護………・・

植生維持のための管理・保護・…・……一

「ふるさとの森」復元への緑化計画……

植生が比較的残存復元している区域…

自然植生が著しく破壊されている区：域・・

V王大庭城山地区における公園計画への提案・・

・19

・・ Q0

・・ Q0

・・ Q1

・・ Q4

・・ Q4

・25

・・ Q5

－25

・・ Q5

・・ Q6

・26

・26

　　　　・・26

　　　　・27

　　　　・・27

　　　　・・27

　　　　・◆27

　　　　・28

　　　　・・28

・・・… @　　　　28

　　　　・・28

　　　　・30

　　　　・30

　　　　・30

　　　　・30

　　　　・・31

　　　　・3！

・… @　　　・31

　　　　・32

　　　　・32

　　…・・32



1）

2）

3）

4）

5）

大庭城山地区の利用法・…………・・…………・………………………・………………32

お　わ　　り

謝

Zusamme捻fassung一・

文献………………・・………・・

付図　現存穂生図　1：1，000

　　　潜在自然植生図　1：1，000

　　　自然度による植生区分図　P1，000

　　　立地図　1：1，000

付蓑Tab．1～14

図・Abb．1～27

“ふるさとの森”の復元………・・………

園路計画……・…・………・…………

斜面の散歩道路……・……・…・……

具体的管理………・……一………

　に………………・……一……一…

　辞………一…一・………………

一一・・・・・…
@一・・・・・・・・・・・…　一・一・・・・…　。・一・◆一・一33

　　　　　・一・・一・・・・…　一・・・・…　一・・・・・・・・・…　37

　　　　　・・・…　一・・…　一・・・・…　一・。・・・…　一一・38

　　　　　・・一・一一・・・・・・・・・・・・・…　一…　一一…　39

　・◆一　　　　　・・・・…　一・一一・…　一・・・・・・・・・・…　一・・40

　　　　　……・………・…・・……………40

　　　　　…………・…・…・……………41

　　・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　り・・…　42



1

は　じ　め　に

　過去において都市や住i宅地建設は、自然発生的に、しかも漸進的に進められてきた。そこ

では、古くから慣習として残され守られてきた社寺林、屋敷林および経験的に残されてきた

斜面や水辺の緑が、入間生活に必要な最低限の「みどりの自然jとして、またそこに定住し

そこで生まれ育つ人々の唯一のみどりのふるさととして保証されてきている。

　現在では短期間にその地域の現況を本質的に変えてしまう大規模な新都市や新住宅地の建

設が進められ、急激に斜面や水辺の弱い自然まで破壊されはじめ、人々の生活の基盤である

緑地の保証の重要性は高まっている。「みどりの自然」と隔絶した、人間だけの一時的欲求に

追従した都市化が行なわれている現在でも、人間が多様な生物社会の枠からはみ出して生存

することは不可能である。したがって生物社会のバランスを存続させるための最低限の「み

どりの自然」との接触の場が、環境保全としての意味とともに重要視されている。二二生活

にとって重要な「みどりの自然」の維持には、まず現存する「みどりの自然」を利用するの

が良策である。恒久的にみどりを保証するためには、単に開発しないというのではなく、生

き物の側からの総合的科学研究調査に基づいた、保護・緑化・復元が図られる必要がある。

　藤沢市の西部ニュータウン計画の中で、文化財としても意義がある大庭城山地区が「みど

りの自然」をうたう公園として計画され、利用（開発・保護・復元）のため生態学的、植物

社会学的調査が先行されたことは意義深い。

　調査対象区域内の具体的な個々の二分Bestandについて抽象化され決定された植物群落

単位に基づいて、Br猟n・Bl紐quet及び丁甑enが中心になり開発・発達してきた植生図化

法により、植物群落の具体的配分図としての植生図（Vegetation　map；Vegetatio郎karte）

の作製がなされた。ドイツを始めヨーロッパ各圏、アメリカ（K廿chler　1964）やソ連（S僕chova

1965他）さらには最近では日本でも、自然の開発・保全の基礎図としての植生図作製が行な

われている（宮脇1964他多数）。

　今回は、人間の影響が一切停止された時に立地が支え得る潜在自然植生をあらわした潜在

自然植生図（Potentiell　na£誼rliche　Vegetationskarte）が、個々の立地条件を総合的に組み

合わせた開発への利用図としての立地図（S重andorts麹arte）とともに作製された。さらに、生

態学的、植物社会学的調査・研究に基づいた緑化計画への具体的諸提案もなされた。

1　植　生　概　観

　調査地域は相模台地の一部に当り、広く水田、畑、住宅地として利用されて来た沖積低地

の中に厚さ数mから10数mの関東戸一ム層からなる小台地を形成している。

　高低差約30魚の台地上は、かって城として利用されたために平坦にけずられている。その
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麟際遇灘議難　議鰍譲勲欝
図1大庭城山地区：の駆血地の宅地の後の斜面には撰敷林や竹林が、斜画上音1～にはクロマツの植林が広

　　くみられる。

Abb．1　Hinter　den　H設usern　alterer　Baumbestand　mit鳳atUrlichen　Holzarten　und　Bambusforst，

　　am　Hang．　Aufforstung　mit∫）彦フπ’∫がzz‘刀わθ1召琵．

大部分は畑、耕作放棄畑またはススキ草原となっており、一部にクリ植栽地、ニセァヵシァ

林、ヤマハンノキ林が小面積ながらみられる。斜面は、その大部分がスギ、ヒノキ植林地、

クロマツ植林地、クヌギ，コナラの二次林である。斜面下部は、屋敷林として利用、保護さ

れてきた引分が観察される。屋敷林は、自然植生の構成種であるシラカシ、アカガシ、タ

ブ，ピサカキ、アオキ、シュロ、ベニシダ、ヤブランやジャノヒゲが低木麟や草本層に多く

生育している。北西斜面は、かっては植林地や二次林であったが（宮脇、藤原1967，1968）

最近伐採され、ススキの優占する草原となっている。

　城山史跡としてみた場合の堀跡は、底の部分にスギの植林が行なわれている。半分埋まっ

ている堀割りはマント群落要素をもつ：二次林や、自然植生の断片がかなり復元している。

　　　　　　　　　　　　　　　H　調　　査　　法

　海抜10m内外の沖積低地に高低差約301nの小台地を形成している城山地区（藤沢市大庭城

山）の利用（開発、保護と復元）のために、生態学的、植物社会学的調査研究がおこなわれ

た。さらに立地評価の指標として利用できる現存植生図、潜在自然植生図と立地図が作製さ

れた。

　わ　植生調査

　植生調査がどのような観点に立って、どのような方法で進められるかは、調査対象、調査

巨的、調査期闇、調査経費などによって異なる。いずれの調査方法を用いるにせよ、植生調



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

査の基本として植物群落の本質が完全に把握されることが常に留意されなけれぽならない。

調査に際してのきわめてわずかな地域的、時期的相違のような変動する量的ちがいは、群落

単位の本質的相違にならない場合もある。また植生調査の資料は全ての植生や立地条件を把

握するための基礎となり、特に人為的干渉が複：雑で複合植生の部分が多い調査対象の場合

セこは、その立地に適した調査面積（UatersuchungsHache）の選択は重要で以下の3点が留

意される。

　（1）対象とされる植物群落に属している全ての種が包括できる程度に十分な大きさの調査

面積が考慮されることが望ましい。

　（2）立地条件（Standortsbeding膿gen）カミ、その調査面積内で現地で判断される限りにお

いて均質な地域を調査する。

　（3）更に、対象地域内における植生調査は均質な植分（P飴nzenbestand）について行なわ

れる。

表雀　（愛ab．1）植生調査（アウフナーメ）の一例　Ein　Beispiel　der　Vegetationsaufnahme

　　Name　d。　Gesellsch．　クリ植林

Aufn．　Nr。重．　　　Dat．’70．6．重O

Aufn．　von　A．M．　et　aI

S　3m　　　60％

K　Im　　　85％

H6heUM．40m
　5x3qm
Mikrore｝ief　u．　Boden

　やや湿性台地上

Artenzahl　33　spp．

Ort∴城山（藤沢市）

落零
タ

．誓 “

．・ @　ご

S　　4．4　クリ

　　十　ヤブガラシ

K 十

十

十

十

十

ムクノキ

アカネ

ヒメジョオソ

ゴソズイ

ウド

雨季耕・・チ・ギ・
　　　　十　イノコズチ

　　　　十　クサイチゴ

　　　　十　チガヤ

　　　　十　ヌカボ

K　　2．2　ススキ

　　2．3　ヒゴクサ

　　1．2　アズマネザサ

　　2．2　スギナ

　　十．2ヘクソカズラ

十．2　ヨモギ

÷．2　ウシハコベ

十．2　アマチャズル

　十　カナムグラ

　十　　ミミナグサ

十　ノイバラ

十　ハハコグサ

十　ハコベ

十　ヨウシュヤマゴボウ

十　カタバミ

十　オニタビラコ

十　チヂミザサ

十　　トコロ

十　ヤブマメ

十　ツユクサ

牽　セイヨウタンポポ



4

　以上の点が特に考慮され、全地域にわたって自然植生に近い残存自然植分から放棄畑、路

上植生、路傍群落などの代償植生にいたるまでくまなく植生調査が行なわれた。客観的に区

分可能な植生単位ごとに調査区が設定され、調査区内の全出現種について階層別に完全な種

のリストが作られた。次に各層の出現種についてBraun－Bi蹴quet　1964の優占度の総合判

定と群度の量的測度が与えられた（Tab．　D。

　2）現存植生図の作製

　対象地域内の全植生調査結果を基礎に、各群落の標徴種と区分種群一種組成一、優占種及

び柑観を考慮に入れて現存植生図の作製が試みられた。凡例の決定は、工967年度と1968年度

の調査資料が、今回の調査結果と比較検討され、基礎図として使われた大縮尺（1：500）に

見合う調査がなされた。各群落の具体的ひろがりは、開発、保護と復元のための計画基礎図

として精密さが要求され、現地踏査による現存植生図の原図の作製がくり返された。

　植生の具体的配分のちがいは現存植生図に描かれた。現存植生図はその土地本来の立地条

件の相違とともに植栽や耕作などの人為的干渉のちがいをも加味された総合的な群落の具体

的配分図である。

　3）潜在自然植生図の作製

　立地診断の基礎として潜在自然植生図が作製された。

　潜在自然植生図は、今まで加えられていた一切の人為的干渉が停止された場合、その土地

：本来の立地が許容し得るポテンシャルな自然終局群落の具体的配分図である（T甑en　1956）。

　潜在自然植生図の作製は、今遡のように自然植生が破壊しつくされている所では、残存自

然植生調査を調査区域内及び隣接地域で行ない、土壌断面、土地利用の形態、代償植生の

種構成、地形などの資料を総合酌に比較検討して行なわれた。

　4）立地図および自然度による植生区分図の作製

　植生調査資料整理の結果得られた（p．5）各植生単位の中で、できるだけ低い単位に注目

し、土壌の肥沃度、土壌の厚さ、地下水の高さ、立地の乾湿、地形などの一定の立地条件と

の相互関係が把握されたときに、調査対象域の立地の質のちがいによる沓立地域を、一致法

（K：oinzideazmethode）セこよって表示することが可能とされる。このような手法によって具

体的に地図化されたものを立地図（Standortskarte）という。

　大庭城山地区における立地図は、利胴開発に対する立地の抵抗度の判定、保護・復元のた

めの植栽可能樹種の適性域判定を演的として、立地の質を1～V段階に分けて作製された。

自然度による植生区分図は、植生がどの程度人為的影響を与えられているか、自然植生から

どのくらい変えられているかを1～IV段階の自然度に区分され具体的広がりとして示されて

いる。
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斑　調　査　結　果

A）植物群落

　調査対象地域全域にわたって約150の植生調査区を設定し、植生調査が行なわれた。

　これらの植生調査資料は、以下の順序で継戒表総み変え作業（Tabellenarbeit）カミくり返

され種組成の比較と群落単位の抽出が行なわれた。

　行なわれた組成表作業過程

　1．　Aufnahmeの“素表Rohtabelle”へのまとめ。

　2．素表を“常在度表Stetigkeitstabelle”に常在度の高いものから並べて書き変える。

　3．部分表Telltabelleの利用による“診断種群Diag簸ostische　Arten；D遜erential鍵ten”

　　の発見。

　4．　局地酌に有効な“区分種違Differentialarten－GrupPen”の有無による区分種表

　　D班erellzierten　Tabelleへの組み替

　　え（3～4を何圓かくり返す）。

　5．　総合された“一覧表Ubersichtsta－

　　bellen”による標徴種の発見。

6区分種表から群集表Charakteri－

　　siertea　Tabelleや群落蓑Gesellscha－

　　ftstabelle無への組み変え。

　その結果、以下の植物群落単位が認めら

れた。

　1）　自然植生残存林分（シラカシ群集ケ

　　ヤキ亜群集）（Tab．2）

　台地斜面の上端や下端、堀割り跡、台地

の南斜面の一部には、自然植生の断片が小

塊状または帯状に残存、復元している。

　種組成をみると、アカガシ、アラカシ、

アオキ、ピサカキ、ヤブニッケイ、マンリ

ョウ、サカキが12～15mの高木層から亜高

木層、低木層にわたってみられ、草本層に

は上記の常緑広葉樹の芽生えやヤブラン、

ジャノヒゲ、ベユシダ、ヤブコウジが生育

璽籔

勧。綾庸。羅蔽

嘉》秘睾

図2　屋敷林として残存しているシラカシ群集ケヤ
　　キ亜群集。スギに混ってアオキ、ベニシダが生
　育している。

A嚢｝1｝．2Subass．　von　Zelkova
　　serrata　des　Quercetum
　　myrsinaefoliae　mit　C2℃ノρ‘o一
　　フπ8廟ノ砂・ノzf・α，君z’α加ノαρ02～磁und　Dノツー

　　｛ψ卿ゴ∫8ノツ距。∫・・『μ（Hofwald＞
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している。これらの種はわが国のヤブッバキクラス域一一常緑広葉樹林－域一に広く生育し、ヤ

ブッバキクラスの標徴種または区分種と考えられる。

　さらに、シラカシを中心にケヤキ、タブ、ムクノキ、ミズキが混生している。ケヤキ、タ

ブ、ムクノキで識別されるこの群落は関東地方、特に内陸の沖積台地上や斜面部に広く分布

する自然植物群落であるシラカシ群集のケヤキ亜群集と考えられる。表土が堆積しやすく腐

植質を多く含み肥沃な台地や斜薗上端と下端、堀割りの跡で一部埋まった所に、自然林が良

く復元されている。これは復元の有効な指針の一つと考えられる。しかも、このような立地

はシラカシ群集ケヤキ亜群集の生育域である。

　関東ロームが厚く、比較的乾繰している台地上は、シラカシ群集の典型薫群集の立地と考

Q．9，
Q，a

Z．s．

ノ

C．1，

多

A．c．

α三

Caj．

Mk．

Ej．

しひ．

Q．m．

N．s．

A，1．

D．e．

D．e，

E．」．

蕩

A．a．

Lm．
　　R．h．

E．鋤．

Z．s．

Cr．」，

A．c．

1

図3　シラカシ群集ケヤキ亜群集断面模式。

Aもb。3Schemat1scheDarstellungdes　Quercetummyrsinaefoliae　Sub－
　　　ass。　von　Zelkova　serrata．
C．j．；Cαη38〃fαブαカ。πfcα　ヤブツパキ　　　　　　Crj．；C2＝yメ》‘02πθ擁αブαρ02～∫oα　スギ

Q。9．；Q～卿αβgZα1‘偽　アラカシ　　　　　　　　M．　k．；ム癒92zoZ∫α々。諏∫　コブシ

Aj．；Az‘‘z‘δαノ＠o厩。α　アオキ　　　　　　　　　E．5。；Ez‘7＝yαゴ＠02～∫6α　ピサカキ

Oj．；0♪雇oρogoηノαρ07zfoα　ジャノヒゲ　　　　　Ca。　j．；CαZ♂foα’ψαノαρoη50α　ムラサキシキブ

A．a．；孟ρゐα7zα泌1昭α5ρ8ノ’α　ムクノキ　　　　　L．p．；・乙漉。少θμα妙ρんッμαヤブラン

Q．a．；Q～‘6r‘z‘∫廊oz4薦　アカガシ　　　　　　　　D．　e．；D型oρ’θr飴βノ『y励噛0507’α　ベニシダ

Z．s．；Zθ畿。ηα∫8アア認α　ケヤキ　　　　　　　　E，a。；左9κ∫∫θ如賜α7’ηθノ～∫8　スギナ

Q。m．；Q紹rα∬蜴yr5勿αψ伽　シラカシ　　　　　R．　h．；R華麗肋舗∫z磁∫　クサイチゴ

N．s．；Nθo♂琵5θα58擁偲α　シロダモ　　　　　　　　A．　c．；・4アw～4伽αノ・忽01zf／zo　アズマネザサ
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えられるが、古くから伐採、採草、耕作などがくり返し加えられているため、シラカシ群集

の典型亜群集の残存林は、調査地域内では見られない。

　2）　クヌギーコナラ群集　（Tab．3）

　15～25年に一度定期的に伐採さオτ、ひご生えを多く含むコナラ、ク夢、クヌギなどの夏緑

広葉樹からなる二次林のクヌギーコナラ群集が台地および台地斜面に広くみられる。

　10m内外の亜高木層にコナラ、クリ、エゴノキ、ハリギリ、クヌギ、ヤマザクラ、ゴンズ

イ、ネムノキなどの陽生樹木、低木層にはガマズミ、ヒサカキ、カマツカ、ウツギ、ヌルデ

などが生育している。

滋藩…

　　囁

r・騰！

総画

購難轟、

燕繋羅誤駄・

鐵

図4定期i；鞭こ下草刈りのよくされているクヌギーコナラ林

Abb．4BestanddesQuercetum　acutissimo　serratae．

　林床にはアズマネザサが被度・群度2．2～4．4の範囲で広く被っており他にはシラヤマギ

ク、ヤマユリ、ノダケ、ノイバラ、イヌワラビ、フジ、コチヂミザサの草本願物とツル性の

サルトリイバラ、アケビ、スイカズラ、シオデが高い常在度で生育している。

　関東地方を中心に広くみられる代償植生のクヌギーコナラ群集は、丸心の調査ではいくつ

かの下位群落単位に分けられた。下位群落単位として、ニガキ、コブシ、ワレモコウ、アキ

カラマツ．、ノハラァザミを区分種とされるコブシ飛群集と、典型亜群集とに分けられる。コ

ブシ弧洋上は、典型亜群集とくらべて土壌が厚く肥沃な斜面に発達するクヌギーコナラ林分

である。コブシ亜群集の出現種数が46～63種であるのと比較して典型亜群集は、出現種数が

38～46種と少なく、台地上の表土がけずられた所で、地下水位が低く乾生立地上に成立する

と考え．られる。

　低木層に、アカガシ、アラカシ、タブ、ピサカキ、アオキ、シラカシ、ヤブニッケイ、ケ



8

Cj．

P」．

Q，s．

‘

V，d．

Pふ

A．c．

C．co，

Q．斑，

、

㌧

R．t，

C．1．　セ

　　“

5Ls，

確

C．cr．

Sj．

La．

0．uふ蚤

　　　　κC．P・
絶

窒

Q．s．

A．c．

る“　》｛

寓　ぎ

　　　ヴ

Q．s．

襟

P。v。1．

．“ c

Q．a．

A．1．

図5　クヌギーコナラ群集群落断面模式
A恥。5　Schematische　Darstellung　des
Q．s．iQ～‘82¶侃55θr1’α砲　コナラ

P．j．　；Pr観躍5ゴζτ7πα5αんzげα　ヤマザクラ

C。cr．；Cζτ舘α7～8α01・8／zα’α　クジ

C，co．；Co7フz～∬oo泌プ。η8ノ・5α　ミズキ

S．3，　；5竣yプα詔ノαρoπ∫cα　エゴノキ

Q．a．；＠紹ヂ躍∫πα～が∬勿zσ　クヌギ

P．1。；Pz‘θノ・α痒αZo6磁α　クズ

Cj．；0α膨6α1アαブ砂。廊。α　ムラサキシキブ

V。d．；聾6z〃フ膨解4μ碗碗～〃η　ガマズミ

Quercetum　　　acut1SSlmO－Serratae．
A．c，；んw4f2～αノ’如01L‘ηo　アズマネザサ

C．1．；Cαノー‘甥Z8π厩　ナキリスゲ

Q．m．；Q～卿℃z∬〃姻鴬f刀α¢〆尻砒　シラカシ

R．t．；R1躍5ケ飴1zo‘α7ソ）α　ヤマウルシ

L．a．；ゐ翅z〃ππz〃窺観3ヤマユリ

C．P．；Cαブ8謬が5ゲ∂ア・漉5　ホンモンジスゲ

P．vJ．；Po～〃≠1露α8ζττ，∫♂♂05αvar．　Zα8τ雇5　カ・マソカ

A．5，；・4z‘αめαブαカ。πfoα　アオキ

O．u．」．；0〆‘∫2π87～z‘5～‘7～4z廊絢‘b〃z6　var．

　　　　　　　　　ノ＠oπ蜘5　コチヂミザサ

ヤキ、モチノキが生育し、草本暦にはジャノヒゲ、ヤブコウジ、キヅタ、テイカカズラ、ベ

ニシダがみられる。これらの層群は：本来、自然植生の構成種と考えられており、常緑広葉樹

や常緑草本植物は下生えとして多く生育している。

　群落断面模式は、図5で示されている。

　3）　ク隣マツ植林　（Tab．3）

　調査地域のクロマツ林はすべて植栽されたものである。

　植栽されたクロマツ以外の特異な種群はもたないで、二次林の構成種が多く生育している

ので、クヌギーコナラ群集のキブシ亜群集としてまとめられる。一般に手入れがあまり行

なわれていない。したがって、自然植生の構成種が多く復元している。

　キブシ亜群集は、ク質マツ、スギ、ナツヅタ、エビズル、タラノキ、ベニシダ、キブシ、
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　　．．羅i轟、．鷲

懸雛灘

嘱．；

　韓竃

蜜ぺ㌦、

難：

懸灘雛懇騨．

欝
’i談．．

　　．　　．

図6クロマツ植林、林床にススキ草原やマント群落構成種が多い
Abb．6　P彦7zτ‘5ぬ〃z661－gだ一Forst。　Auf　der　Klrautschicht　kommen　die　Arten　der　M∫∫oα〃ぬ‘∫5∫フzθノz一

　　　∫‘5－Wiesen　und　Mantelgesellschaft　vor．

1）．t．

r、

z

Q．s．

諏

ノ

’

一　　　t’

M．s．

V．d、

等・

q駄

　剛’
ク　　’

＼巡

1　　！

　　γ

A．c，

、藩

C．c．

P．t．

’

K．P．1

母

q皿

Au．」

、

5

，　　’　　ノ

z

1

〆

’

嶋C．」．

／・’

！

Q．9．

Q．s．

h

曳

Lj．

禅

、．蔓・

E．1．

1 働

ゐ隣

図7　クロマソ植林断面模式図
Abb．7　Vegetationsprofil　des　P∫ノ～z‘∫痂‘ノノ3∂8ノーgルForstes

王）．t．　；Pわ躍3漁z〃zゐ8蟹莇　クロマツ

Q．s．　；Q㍑87’oz菖581フ’α冶‘τ　コナラ

C．c．；Cα5乱z2z6ζz（｝ブ8アzζzオα　クリ

M．s．；認30転読螂3功θフ説∫ススキ

V。d．；腕肋〃フz観π4μα8α凝‘ノπ　ガマズミ

Q．m．；Q雄ノ・α∬フπツアー5伽α吻Z語　シラカシ

A。c．；・47’z躍ゴ幼α痺αcゐf刀。　アズマネザサ

O．1，；（：ψ配・ρ09・ノzゴ妙・ηf・αジャノヒゲ

Au，j．；ん‘αめαノα汐。漉‘α　アオキ

K．P．；κα♂砂α2zα欝が66z∬ハリギリ
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A，」．；ノ1ブゐ5∫αノαρoηたα　ヤブコウジ

E．j．；乃欲yαゴαρoπたα　ヒサカキ

C・1．；Cαπfcα1ψαブαρo漉侃　ムラサキシキブ

Q．g．；Qμ8ブ。榔gZαz‘oα　アラカシ

L．j。；ゐ0短。8昭ノαρ伽たα　スイカズラ

シラカシで区分される。また二次林の中で比較的自然横生の構成種を多くもつ植分も含まれ

る。キブシ亜群集は、ドクダミ、ウマノミツバ，クサイチゴ、クマワラビ、ゼンマイ、ウグ

イスカグラ、タマアジサイ、ムクノキで区分される湿生立地の下位単位と、それらの竹群が

生育していない乾生立地の下位単位に分けられる。

　4）スギ、ヒノキ植林　（Tab．4）

　調査区域内には、クロマツの植林地の他にスギ、ヒノキの植林地が台地上、斜面、堀割り

跡に帯状や塊状にみられる。その土地本来の立地のちがいと醐時に間伐、下刈り、枝打ちと

いった管理の程度や、スギ、ヒノキの摘湯引の年数のちがいによって、絹観的には同じ様に

みえるスギーヒノキ林もその群落構成種に差が認められる。

　スギーヒノキ林は種組成からいくつかの下位単位に区分される（表4）。台地上でツル性植

物のヤブガラシ、イシミカワ、カモメズルなどを区分種にもち、出現約数39～45ときわめて

少ない乾生の下位単位群落および土壌が厚く出現種数の多い、アオキ、ムラサキシキブ、

　　　　　C，1．

C，j．

C．1．

A．c．

　幅廣雪

　　蔚

、

E．1，

Cイ｝，

P．1．a．

B．i．

α二

ρ，

BJ，

P．e，

E，1．

Caj．

P．s． P．s．

　慧」，

B，1．

0．u．

、

図8　スギ植林断漁模式図
Abb。8．　Vegetationsprofi1　（玉es　Cノ調メ）置02π8ノ’fα　ブαノ）07zf‘α一Forstes．

C．」．；C瑠μoη昭ノ「厩ブαρo／z比α　スギ

A．c．；・4ノ・～〃～漉ノzαノ・如疏f7zo　アズマネザサ

E．1．；盈夙yαノαρ0癖。α　ピサカキ

C，p．；Cαノ噂躍μ5サbノ’規お　ホソモジスゲ

P．La弓1）1～ノなy〃3α♂ゆ直05如c1Zlyαvar．α∫∫α魔。α

　　　　　　　　　　　　　　ハエドクソウ

O．u．；0頚5耀π～∬z‘7κ♂配認サb臨∬　チヂミザサ

B．L　；Bo811規θ擁αZoノ～9∫功飴α　ヤブマオ

D，e．；Dノ＝ygμθ厚5ε7＝y読2『0507’α　ベニシダ

Ca．1．；C認あ。α1ソ）αゴσρo癖。α　ムラサキシキブ

P。s．；Po4y5廊‘加ρ5ゼ55孟α7z4盛5ゐガ

　　　　　　　　　　　　　　リョウメソシダ



11

タブ、タラノキ、ノブドウ、シュロ、アラ

カシ、ホウチャクソウ、シケシダを区分種

にもつ下位群落単位が区分された。後者の

下位群落単位は、さらに、ムクノキ、シロ

タモ、ナキリスゲ、ヌスビトハギ、フタジ

シズカ、シラカシ、モミジイチゴ、クサギ

を有し、最も肥沃で森林として安定してい

る植分と、スギ、ヒノキなどの植栽騰が優

占しておらず、雑木林（2次林）に近い林分

でヤブッバキ、ケヤキ、ヒカゲスゲ、サワ

ラを区分種にもつ植分に下位区分される。

さらにAu魚．番号94のように亜高木層に

常緑広葉樹種のタブ、アラカシが高い難度

で生育している区域と、Aufn．番号32にみ

られるように、かつてスギーヒノキ林であ

った所の伐採直後で、侮ら区分種を持たな

い区域に区分される。モチノキ、ヤブコウ

ジ、チダケサシ、ミツバアケビをもつ林分

謬

．憂

1タi

l毒齢

し講　

溜無

糖

下

図9管理の悪いスギ槙林地、常緑広葉構の復元
　　がみられる

A茄・9　Schlechtgepflegter　Cノツμoηz87・如ブαρo一

　　アzたα一Forst．　In　der　Krautschicht　wachsen

　　mehrere　immergr負ne　Laubbaumarten．

鋳、

　　　　　灘

図10比較酌自然植生の多いスギ植林地。驚林後放羅されたためにシロダモ、ムクノキなどの潜在自然

　　植生の構成種が生育している。
Abb・旬Gツμ・・π・廊ノ・ρ…f・・一F・rstほm　Unterst・nd　k・mm・n　N・・伽・α・・’伽α，　A幽・蹴1・・

　α52＞81．α　U¶ar　vor．
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灘
1幾鰯

騨騨灘
鍵繍隔概

図闘　台地上のヒノキ植林。乾燥しやすい、ややきびしい立地条件のところではヒノキが植林されてい

　　る。

Abb．　月　　Clzαノノz〈zεcツズ）α1¶f∫　o∂‘z’∫α一Forst　auf　den　Plateau．

は、地下水位が非常に高く最競ξ誕L立地と考えられる。

　いくつかに区分された下位群落単位は、立地診断として、開発、保護と復元のための基礎

となる（p．28）。

5）竹林（Tab．5）

　城山の台地の脚部には崖敷林として植えられたモウソウチクやマダケ林が生育している。

　竹林は、定期的な伐採、火入れ、開墾などの人為酌影響が加わらないため、立地本来の潜

表5　（Ta養｝．5＞　竹桝くBambus－Bestand

　Aufn．　Nr．　47　　　1）at．’70．　IV．　l　l　　　Ort．城μ」（藤訳了1ゴ）

　Aufn．　von．　A．M．，　K．S．　u．　K．F．

　　B－1　14m　　　 圭0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墾
　　王3－2　　　8m　　　　　　ア096

　　S　　7m　　20％
　K　　O．6m　　　30％

　Exp．　u．　Neigung　S　10。

　H6he並M．15m
　　10×8qm
　Artenzah1　83　spp，

Bll．1　アカマソ

　L1　アカメガシワ

　　十　スギ

K2。2

　1．2

　1．2

　1．1

　L2

ジ。ノ。ゲ・　　1
シラヤマギ・　　i

沖ダモ・＊　　i
ヌスビレ・ギ　　1
　　　　　　　　　1ヒメヒオウギズイセソi
　　　　　　　　　l

十

十

十

十

十

ツルウメモドキ

ミツバッチグリ

ミズヒキ

ヨモギ

イボタ
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B23．3　モウソウチク

　3，3　　メダケ＊＊

　1，1　ケヤキ＊＊

　1．重　コナラ

　　÷　ミズキ＊＊

十　アカメガシワ

十　エゴノキ

SL2　アラカシ＊

　1．2　アズマネザサ

　1．2　カマツカ

　L2　シロダモ＊＊

　L1　ピサカキ＊

十．2　　ノブドウ

重．1　ミズキ＊＊

　十　コナラ

　十　フジ

　÷　カマソカ

十　アカメガシワ

十　クヌギ

÷　ゴンズイ

十　イヌザソショウ

十　ムクノキ＊＊

K十．2

　十．2

　十．2

　　十

　　十

一エドクソウ

シオデ

スイカズラ

アオキ＊

アラカシ＊

1
十

十

十

十

十

カマツカ

ヤブハギ

ナツヅタ

エノキ＊＊

アカガシ＊

十

十

十

十

十

シュンラン＊

ホウチャクソウ

ドクダミ

ホシタ

ベニシダ＊

十

÷

十

十

エゴノキ

ェビズル

トコロ

ヤブツバキ＊

カソトウタソポポ

十

十

十

十

十

アカメガシワ

ヤブコウジ＊

ヤブラン＊＊

ケスゲ

ノダケ

十

十

十

十

十

闇闇イタチシダ＊

キジムシロ

シラカシ＊

ヤマノイモ

ヒカゲスミレ

十

十

十

十

ニガナ

ヤフマメ

アマチヤズル

サルトリイバラ

サソショゥ

÷

十

十

十

十

ピサカキ＊

シュロ＊＊

コチヂミザサ

イロハモミジ

ムラサキシキブ

十

十

十

十

十

ガマズミ

マユミ

クサイチゴ

ミツバアケビ

ヤマグワ

十

十

十

十

ヤマコウバシ

ウラシマソウ

ヒトリシズカ

ツリガネニソジソ

ヒヨド夢ジョウゴ

十

十

十

十

十

ハリギジ

ナルコユリ

モミジイチゴ

ゴソズイ

ムクノキ＊＊

十

十

十

十

タラノキ

ヤマユリ

フジ

アケビ

タチツボスミレ

寧…シラカシ群集とその上級単位の標徴種及び区：分種Kenn－u．　Trennarte鍛des　Quercetum

　　myrsinaefoliae．
＊＊…シラカシ群集のケヤキ亜群集区分種Trennartend。　Subass。　von　Zelkova　serrata．

在自然植生の構成種が多数みられ、潜在自然植生の判定には重要な手がかりとなる（宮脇、

藤原ig68）。

　今回の調査においても、シラカシ群集の構成種であるシラカシ、アラカシ、アオキ、シュ

ソラソ、ヤブツパキ、ピサカキ、ヤブコウジ、オオイタチシダ、ベニシダ、ジャノヒゲが多

数低木層、草本層に生育している。さらにメダケ、ヶヤキ、ムクノキ、シロダモ、ヤブラン

といったシラカシ群集のケヤキ亜群集の区分種も多数生育している。
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図12屋敷の裏山に発達するモウソウチク林。
Abb。12　Pんッ〃05‘α訪ッ31zθ‘θプ。‘ッoZαvar．μ‘う63c8ア～5－Bestand．

　管理が悪く小面積であるために、調査対象となった林内は比較的疎林で、隣接群落のクヌ

ギーコナラ林やスギ林の構成種も多く入りこみ出現種数83種が認められた。

　6）　ニセアカシア林　（Tab．6）

　植栽されたニセアカシア林とヤマハンノキ林が台地上に見られる。

　原産地が北米で全圏各地で栽植され、しばしば野生化するニセアカシヤの林は、6m内外

のニセアカシアが低木の純林的な形柑を添している。林内は2m内外の高さでアズマネザサ

ーススキ草原や切跡群落の構成種がブッシュを作っている（表6）。

表6　（田ab。6＞　ニセアカシア林Ro∂∫2z‘αメ》58μ40’αoαc彪一Fo「st

　Aufnahme　Nr．48　　Dat．’70．　VI．4　　von　A。M．　et　al．

S　　6m　　90％
K　　2m　　90％

Gr6Be　5x5m2
Artenzahl　20　spp．

5．5－S一殺ob三n三a　pseudQ・acacia　ニセアカシア

1．1一］E（　　　　　．〃　　　　　　　　　〃

3，4－1（一Rubus　hirsutus　ク→ナイチゴ

3．3－K－Arundinaria　chino　アズマネザサ

2．2－K－Broussonetia　kazinoki　コウゾ

1．2－K－Miscanthus　si聡nsisススキ

1．2－K－Erigeron　philadelphicus　ハルジオン

1．2－K－Equisetum　arvense　スギナ

十．2－K－Artemisia　princeps　ヨモギ

十．2－K－Ga王ium　spurium　f．5オ痒gα5z〃L

　　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

十2－K－Boeh漁er三a　longisp三ca　ヤブマオ

÷一K－Rumex　acetosa　スイバ

十一K－Pueraria　lobata　クズ

＋一K－Dioscorea　japonica　ヤマノイモ

＋一K－Rhus　javanica　ヌルデ

十一K－Rhynchosia　acuminatifoliaトキリマメ

十一K－Paederia　scandensヘクソカズラ

十一K－Geranium　thunbergii　ゲンノショウコ

牽一K－Polygonum　Iongisetum　イヌタデ

十一K－Sonchus　oleraceus　ノゲシ

十一K－Aralia　cordata　ウド
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図13　ニセアカシア植林断藺模式
Aもb．13　Schematische　Darstellung　des　Ro翼廊が8τ’40一αoαc‘α・Forstes

R。p。　；Roあ2z∫αメ》58π40一α‘αo毎　ニセアカシア

R．h．；Rzめz‘5肋w彦鰐　クサイチゴ
G．s．e．；Gα♂ゴz〃ノ3砂κプゴz〃πf．5翻go5z〃z

　　　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

了）ヤマハンノキ植林（Tab．の

B．k．；βノ・OZ‘∬0刀8廊α々α超η0彰コウゾ

M．s．；．畝50侃6伽5∫‘7z82説5ススキ

A。c．；Aπ〃z4伽α擁α01珈。　アズマネサザ

P．s．；％848ノー忽50α2z48π3ヘクソカズラ

　畑と畑の境界に植栽されているヤマハンノキ林は、隣接群落の畑地及び畑放棄地要素のス

ギナ、ヨモギ、ヒメジ。オン、オオイヌタデ、ヨメナ、ハコベ、スイバや、低木のイヌコリ

ヤナギ、ウツギ、コバノガマズミなどが構成種としてみとめられる。

　台地上では乾生であるために退行群落の形相を示している。

衰7　（Tab．7）　ヤマハンノキ植林メL伽z‘5んか∫z‘’α”Forst

　Aufnahme　Nr．49　　Dat．’70．　V亙．10　　von　A．M．　et　a1．

B2　6m　　60％
S2．5m　59％
K　　　O．6m　　　　　60％

Exp，　u．　Neigung　W　5。

Gr6Be　5×10　m2

Artenzah1　28　spp．

4。4－BAInus　hirsuta　ヤマハンノキ

1．1－S　　　　 〃　　　　　　　　〃

2．2－SSalix加tegra　イヌコリヤナギ

22－SDeutzia　crenata　ウツギ

1．2－SArundinaria　chino　アズマネザサ

1．2－SMiscanthus　sinensisススキ

十一SPinus　thunbergii　クロマツ

十一SCelastrus　orbiculatus　ソルウメモドキ

十一SViburnum　erQSUIn　コパノガーマズミ

2．2－KEquisetum　arvense　スギナ

十．2－KDioscorea　tokoro　トコロ

十．2嘱lDesmodiuln　oxyphyllum　var．

　　　mandshuricum　ヤブハギ
十．2－KPaederia　scande鳳sヘクソカズラ

　十一KCocculus　trilobus　アオ：ソヅ．ラフジ

　十一KArtemlsia　princeps　ヨモギ

　十一KErigeron　annuus　ヒメジョオン

　十一KDioscorea　3aponicaヤマノイモ

　十一KCcmmelina　c◎mmunisツユクサ

　十一KRosa　multiflora　ノイバラ

　十一Kl　Gynostemlna　peEtaphyllum

　　　　　　　　　　　　　　アマチヤスル
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十一KAInpelopsis　brevipedunculataノブドウ

十一K：Polygonum　nodosumオオイヌタデ

十一K：Galium　spurium　var．　ech1nospermum

　　　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

十一KKalimeris　yomena　ヨメナ

十一KGeranium出unbergii　ゲンノショウコ

十一KStellaria　media　ハコベ

十一KRu血ex　acetosa　スイバ

十一Kl　Rubia　akane　アカネ

十＿KSpiraea　3aponica　シモツケ

A，h．

A．h．

Er．a．

、

ノ

rG・　　　NLS，

P．1，

’C．c

D，c，
S．i．

i

E．a

1

A．c，

鷺

図心　ヤマハンノキ植林断面模式
Abb．，4　Schematische　Darstenung　des／11フ2245ゐ∫プ5z4’π弊Forstes

A．h．；AZフ～z4∫痂r5～4’α　ヤマハンノキ　　　　　　C．c．；Co22z規θ♂f／zα‘o刀z2732〃1∫∫ツユクサ

Er。　a．；E痒98ブ07～α2zηz’z45　ヒメジョオン　　　　　D、c．；D8z’詑fαoプ82zα薦　ウツギ

Co．；06如3〃w50rあ6‘4α‘π5　ソルウメモヂキ　　S。i．；5σ♂盆∫π’68・1・α　イヌコリヤナギ

M．s．；M‘∫oα7z訪z‘∫5幼67翻∫ススキ　　　　　　E．a，；E卯廊θ‘z〃πα即87～38スギナ

p．1．；Po砂goηz‘那刀040∫z‘刀3オオイヌタデ　　　　A．c．；・4プz‘π4f7～αプ∫ασ1zf7zo　アズマネザサ

　8）　クリ植林　（Tab．重）

　台地上で城の堀割り跡には植栽されたクリの林がみられる。地下水位が高く湿生立地であ

るため林床にはチヂミザサ、ツユクサ、チガヤ、ムクノキ、ヒゴクサなどが生育している

（表1）。

　9）アズマネザサーススキ群集（Tab．8）

　アズマネザサ、ススキを群集標徴種とした草本群落は、かなり広い面積にわたってみられ

るが、その成圏と立地によりいくつかの下位単位に区分される。

　アズマネザサーススキ群集は、マント群落構成種のサルトリイバラ、フジ、リュウノウギ

クで区分される下位群落単位とスギナ、スイバ、ヨモギ、ヤエムグラ、ハコベなどの畑、耕

作放棄畑構成種を多くもった下位群落単位に大別される。前者はススキが被度5のように優

占する場合と、全植被率が20％と極めて少なく、ススキの丁度が1の場合がある。植林地に

小穴状にできたススキ草原がこれに当たる。さらに後者の下位単位群落は、スギナ、スイバ、

ヨモギ、ハコベを区分種にもち、それが、更に、イヌタデ、ヒメムカシヨモギ、タチイヌノ

フグリ、クズを有するものとツユクサ、ヒメジ・オン、オオアワガエリ、カモガヤ、ヤブマ

メ、シロツメクサをもつものと、そのいずれの種群をももたないものとに区分される。後者

は、耕作放棄畑群落（ヒメジョオソーヒメムカショモギ群落）の遷移が進んだ段階の草原で

ある。
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　10）伐採跡群落（ネムノキーアカメガシワ群落）（Tab．9）

　城山地区北部西斜面はすでに伐採が進んでおり、広い面積でネムノキーアカメガシワ群落

が発達している。伐採後1～2年でノイバラ、ナワシFイチゴなどのバラ科植物、ネムノ

キ、アカメガシワ、キブシ、シモッケなどの森林のマント群落を構成する種群や、ハリギ

リ、サンショウ、サルトリイバラなどの練をもつ植物が生育する。遷移が進み群落が安定し

てくると二次林の構成種が増加する。構成種が増加する遷移の験階により伐採直後にはスス

キ草原を構成するノダケ、ツリガネニンジン、ワレモコウ、タカトウダイ、ノハラアザミが

生育し、湿生でやや遷移が早く進んだ所にはエノキ、ベニシダ、ジャノヒゲ、キヅタなどの

潜在自然植生である常緑広葉樹林の構成種が出現している。

　一般に伐採跡地には1年目にダンドボロギクなどの草本植物が生育し、さらに2～3年後

にマント群落を構成する低木群落を構成する低木類が生育するようになる。

　城山地区はこの第2段階にあたると考えられる。

　11）ヒメジ議オンーヒメムカシ珊モギ群落（耕作放棄畑の群落）（Tab。10）

E．c．

E，a，

Ms． Sj．
A．a．

，　長
C二h上

A．c．

A．t．f．

C．h山．
　　T．p　　S・Ω・

　　　Es．　糖　．

　　　トA一一一一一B一一C一一一一一→一一一一一一一一D一→
図15畑地（Acker＞及び耕作放棄畑断面模式

　A；カラスビシャクーニシキソウ群集（畑地雑草群落＞

　B；アズマネザサーススキ群集（畑地のり面上の植生）

　C；ヒメジョオソーヒメムカシヨモギ群落（耕作放棄1年目畑の群落＞

　D；アズマネザサーススキ群集（耕作放棄後5年回の群落）
Abb，15　Schematischeprofll　der　Vegetation　auf　Acker　und　Brachacker．

　A；Pinellia　ternata－Euphorbia　pseudQchamaesyce
　　Ass．（Ackerunkrautgesellshaft）

　B；Arundinario　chi鷺。・Miscanthetum　sinensis（Gese－
　　11schaft　am　Hang　zwische鷺Ackern）

　C；E擁g6roη　α2ηz～‘z∫5－E短gθro／z‘απα462z3∫5－Gesellschaft（Gesellschaft　auf　Brachacker　nach

　　dem　erstenぎahr．）

　D；Aru且dinario　chino－Miscan臣etum　sinensis（Gese－
　　11schaft　auf］Brachacker　im　f琶nften　Jahr）
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C．h，h。；Cθrα5蜘ηぬ・Z・5’8・f48∫var。ゐα”α蛋∫α一

　　　2z例∫8　ミミナグサ

T．P．

A。t。」。

M．s，

S．」．

；アブ1go刀。廊5ノ）8♂z‘刀oz‘Zα2’奮　タビラコ

；朋θ・πψ伽αオ吻塀Zαvar．ブ砂…ゴ6α

　　　　　　　　　　　　ツリガネニンジン
・ハ4f5ατ7躍ん郡35f7Zβア～3ゴ5　ススキ
つ

；彫）かα8αブαρ0海。α　シモツケ

E．s，；盈ψ加治fα5砂加α　コニシキソウ

S，n．；3詑μα7・彪蜘84fα　ハコベ

A．a．；A侃砂ρゐαα螂ケα傭　エノキグサ

E．c。；君ノ鳥忽θノ欄。刀侃刀α4の～5∫∫ヒメムカシヨモギ

E。a．；乃ゴgθノ’oηαノ〃zz耀5　ヒメジョオン

A．c．；んw溜πα1’忽醜f鱒　アズマネザサ

羅

麟鞍

譲

灘面

懸耀
　　懸

盤

灘

獄二

難

図紛　台地上のダイコン畑、ホウレンソウ畑。畑地雑草カラスビシヤクーニシキソウ群集の構成種がわ

　　ずかにみられる。管理のよい畑。
　　　　　　　　　　　　　　　ロAhb．16　AckerlandschaftaufdemPlateau．Pinellia　ternata・Euphorbia
　　pseudochamaesyce－Ass．　im　Gem哉se－AckermitRα助α刀z’55σ蜘z’∫u．
　　5♪加αo‘α．

箋翼鞭鰍騨滋礁

蟹
轟

難

蓼婆欝講
料

難翻

倒

縫

灘 罵義

籔灘1

麟
図17耕作放棄1年目、ノボロギク、イヌガラシ、ハルジオン、メヒシバがみられる。
Abも．η　Vegetation　des　Brachacker　nach　einem　Jahr　mit　5θ刀頗。ηz49α痒3，　Rorψραf刀4∫oα，

　　茄・fgθノ・oπ助∫Zα4吻んfα‘∫u．a．
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　耕作放棄畑は、その大部分が最近3～4年以内に放棄されたもので、台地上の平坦地でも

っとも広い面積をしめている。

　これらの放棄畑の植生には、二次遷移の各種植生段階が見られる。遷移段階を左右するも

のとして耕作停止脚の年数が大きな要因と考えられる。植生調査対象区域内の放棄畑は、そ

の大部分が最近3～4年聞放棄されたものである。放棄後の年数に大差ない放棄畑の植生を

細かくみた場合、放棄の時期、最終植栽種、土壌の肥沃度、土壌の保水力、土壌の団粒構造

などの遷移段階により、植生に差異を生じる（Miyawaki　1969）。

　調査結果（表10）で示されている様に、巨視的には似た立地の台地上の放棄畑は、放棄後

の二次遷移と判断されるいくつかの種群の消長が兇られる。岡様なことは耕作畑にもみられ

る。アカザ、オオイヌタデ、エノコログサ、ヒメジョオン、オニノゲシ、ヒメムカシヨモギ

のやや湿生段階をすぎると、アズマネザサ、ススキで代表される多年生種群と置き変えられ

る。二次遷移段階がより進んだ二次林の構成種であるコナラが、すでに侵入している区域も

見られる。

12）シバ群落　（Tab．1D

　シバ、ノチドメ、スズメノヤリ、ヤハズソウを主な構成種にもつシバ草原が台地上に小面

積ながら見られる。

　最：近、手入れされていないために、ススキ草原、マント群落構成種のアズマネザサ、トボ

シガラ、トダシバ、コウゾリナ、ヌカボ、ヘクソカズラと、隣接畑や放棄畑に多くみられるタ

　Z．」。

戴蟻

L．c．

H。m．

K．s．

　　　Z．」．

滋磁忽
図18　シバ群落断獄模式
Abb．18　Schematishe　Darstellung　der　Zoッ5乞αブαρo酒。α・Gesellschaft

Z諺．；ZOッ3fαノαρ0海。α　シバ

L．c．；五z徽‘彪。αメ廊α’α　スズメノヤリ

H．m．；．研y4rooo砂陀卿α7鹿吻α　ノチドメ

K．s．；K～‘η〃πθブ。τσ毎5診擁α如　ヤハズソウ

表11　（Tab．1わ　シバ群落Zの75fαブαρ07zfoα・Gesellschaft

　Aufnahme　Nr，105　　　Dat．’70。　VI。4　　Aufn。　von　A．M．　et　a1．

　H6he　d．　Vegetation　O．8m　　　　　　GrδBe　5×5m2

　Deckung　d．　Vegetatio漁　95％　　　　　Artenzahl　23　spp．

　Zeigerartea　d．　Zoッ5如ブαρoπ∫oα一Gesellschaftシバ群落指標種群

3．3　Zoysia　japonica　シバ　　　　　　　　　　十　　Luzula　capita撚　スズメノヤリ

4．4　Hydrocotyle　maritilna　ノチドメ　　　　　十　　Kummerowla　striata　ヤハズソウ
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　　Begleiter随伴種

2．2　Arundinaria　chino　アズマネザサ

エ．2　Festuca　parvigluma　トボシガラ

1．2　Roegneria　racemifera　アオカモジグサ

L2　Arundhella　hirta　トダシバ

1．2　Miscanthus　sinensisススキ

十．2　Agrostis　clavata　var．　nukabo　ヌカボ

十．2Trifolium　repens　シロソメクサ

十　　Polygonum　longisetuln　イヌタデ

十　　Euphorbia　supina　コニシキソウ

十　　Cerastium　holosteoides　var．　hallaisa・

　　nense　ミミナグサ

十

十

十

十

÷

十

十

Picris　5aponica　コウゾリナ

Paederia　scandens　ヘクソカズラ

Commelina　communisツユクサ
Plantago　asiatica　オオバコ

Veronica　arvensis　タチイヌノフグリ

Erigeron　a且nuus　ヒメジョオン

Stellaria　aquatica　ウシハコベ

Digitaria　adscendens　メヒシバ

£lsholtzia　c三liata　ナギナタコウジュ

チイヌノフグリ、ヒメジ。オン、ウシハコベ、ミミナグサが低い被度ではあるがみられる。

今後これらの要素が多く侵入するものと考えられている。

鋤路傍雑草群落（カモジグサーチガや群落）（Tab．12）

　農道や補装されている小道や車道の両側には斜面が盛土などによって続いている。この人

や車に踏圧されないが規則的に刈ったり、焼かれたりする路傍や道路ぞいの斜面には特有の

群落が発達している。一般にチガヤが優占しており、さらにカモジグサ、アズマネザサ、ノ

チドメ、チカラシバ、ヨモギなどが混生している。

　我々は今回の調査で局地的な資料だけで一応カモジグサーチガや群落としてまとめた。我

が国に古くから一定の人為的干渉とつりあって存続している農道ぞいなどの田園：景観の中で

はもっとも安定した広く発達している人為植生の一つといえる。

　城山城祉周辺の修景に際しては、歩道周辺などにこのカモジグサーチガや群落をつくるの

が、比較的理想に近い郷土種による路傍復元の一つの例といえよう。

　14）踏跡群落（ニワホコリーカゼクサ群集）（Tab．13）

　城山城祉の台地上の農道や歩道ぞいで、たえず踏まれているところではオオバコ、カゼク

サ、スズメノカタビラ、ミチヤナギなどを標徴種とした踏跡特有な群落（Trittgesellschaft）

が発達している。

　地上部が凹凹に強い、これらの種類は、根群の発達もよく、降雨時などに際して土壌侵蝕

防止の役割を果す。

北半球に広く人聞の踏圧下に発達しているオオバコ群落（Plantaginetea　ma－

joris）は、我が国でもいくつかの群集、群団にまとめられている（Miyawaki，　A．1964）。

調査地内の群落はニワホコリ一大ゼクサ群集にまとめられる。比較的乾いた適生立地の踏み

跡群落であるニワホコリーカゼクサ群集は我が岡の四国、九州、本州の農道ぞいに広くみら

れる。



21

　立地診断と土壌侵蝕防止の両面からもオオバコ群落がある程度有効な役割を果す。踏まれ

なくなるとオオアレチノギク群落、アズマネザサーススキ群集へと遷移してゆく。

B）　現存植生図

　以上の群集及びその下位単位、まだ群集単位の決められていない群落単位も含めた各植生

単位は藤沢市大庭地区の各山分についての植生調査資料（Vegetationsaufnahme）を群落組

成表の比較検討の結果、科学一般に用いられる類型化の手段によって抽象化されたものであ

る（寓脇1968）。

　植生図は、このような抽象化された植生単位の具体的な配分を地図上に描いたものである

（Braun－Blanquet　1964，丁慧xen　1956，　Ellenberg正956，宮脇1967，1968他）。

　したがって、実験生態学的な研究や隣接諸分野の研究の基盤となるばかりでなく、植生を

通しての自然の現状診断、自然の保護・再利用、復元の諸施策の基礎資料を提供する。さら

に生物の側からの立地評価も可能にする（宮脇1949，1965，1966，1967，1968他）。

図著9　大庭城山地区現存植生群落配分模式図

Abb．19　Verteilungsschema　der　realen　Vegetat三〇n　im　Ohbashiroyama－Bezirk。

　　1，宅地Wohnp1漬tze

　2．　シラカシ群集ケヤキ亜群集（屡敷林＞Qnercetum　myrsinaefoliae
　　Subass．　von　Zelkova　serrata（Hofwa旧）
　3．　クローマツ林Pゴ刀z‘5∫んz〃z68ザg一一Forst

　4．　封目植寸園　Obstgarte漁

　5．　カラスビシヤクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）PineIlia　ternata－Eu－
　　phorbia　pseu（玉ochamaesyce　Ass．（Ackerunkrautgese11sckaft）
　6．農道Landwirtschhaftlicher　Weg

　7．アズマネザサーススキ群集Arundinario　chino・Miscanthetum
　　sinensis
　8，　スイカズラーヘクソカズラ群団（マント群落）Lonicero－Paederio篇　scan－
　　dens（Mantelgesellschaft）

　9．　クヌギーコナラ群集Quercetu獄　　acutissimo－serratae
　10．スギ植林C型μ・η38磁ブ＠07漉α一Forst

　ll。竹林BambUS－Forst

　12．ウリカワーコナギ群集（水田）Sagittaria　pygmaea－Monochoria
　　vaginalis－Assoziation（Reisfelder）．
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図20　大庭城山地区潜在自然植生配分模式図

Abb．20　VerteiluHgsschema　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetat呈。旦im　Ohbashiroyama－Bezirk

　　1．　シラカシ群集、ケヤキ亜群集Quercetum　myrsi頁aefoliae　Sub－
　　　ass。　von　Zelkova　serrata
　　2。シラカシ群集、典型亜群集Quercetum　Inyrsinaefoliae　typl－
　　　c　u　rn
　　3．　…ヨシーハソノキ群落1）ゐプαgη3鉱θ∫oo規卿z〃z‘∫一×4肋％∫ブαρ02～foα一Gesellschaft

　藤沢市大庭地区の植生図は、すでに藤沢市西部開発地域の一部として縮尺1：5，000（宮脇

・藤原1968）、1：3000（宮脇・藤原1969）で描かれている。今回はさらに大庭城山地区に限

って、具体的な自然の保護と自然の許容範囲内での健全な自然の利用のための診断図として

大縮尺（正：500）の地形図を基礎として現存植生図が描かれた。

　植生図作製指針は自然植生1、代償植生16、その他1の凡例にまとめられた。

　この植生図作製指針により現地踏査と室内校正をくり返し、空中写真像も参考にしながら

Kar重e　Iの現存植生図が描かれた。

1　自然植生

　藤沢市大庭地区では自然植生は舟地蔵付近の西南斜面と大庭城山地区西側斜面下部の屋敷

林や北側斜面に帯状に残存している。台地上もかっては自然植生であるシラカシ林で被われ

ていたと考えられるが、現在は畑として耕作され自然植生は残されていない。

　斜面は比較的排水がよく土壌が深いシラカシ群集ケヤキ亜群集がみられる。シラカシ群集

ケヤキ亜群集は他の植生に比較してもっとも良く残されている。相観的には常緑広葉樹にケ

ヤキやムクノキなどの落葉樹が混生している。シラカシ群集ケヤキ亜群集域は緑地帯として

最も理想的な立地とされているので、持続的な環境保全域として保護される必要がある。

　■　代償植生

　代償植生（Eτsatzgesellschaft）と1ま人為的な干渉によって、それぞれの立地固有の自然植

生が破壊された跡に生じる人為植生をいう（TUxe無1956，　Schmith廿sen　1960，宮脇1957，

1968他）。

　人為の影響の程度により図21のようにさまざまな代償植生が認められる。
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　台地上は樹林としてはヒノキの植林が一部みられるだけでほとんど耕作地にかえられてい

る。やや乾燥した排水の良い地域で、人間が耕作地としてもっとも利用しやすい地域であ

る。畑地（カラスビシヤクーニシキソウ群集）及びその放棄地（ヒメジ。オンーヒメムカシ

ヨモギ群落）、さらに土壌中の窒素固定を行い耕作地に利用したり防風林の役割をはたすニ

セアカシア植林やヤマハンノキ植林がみられる。大庭城山地区台地の南端には一部クリ、ナ

シなどの果樹園がみられれる。大庭城趾付近は畑地に利用されず部分的にクロマツが植林さ

れ、その林床にシバ草地がみられる。

　斜廊下はクロマツの植林とクヌギーコナラ群集であらわされる落葉樹林によってもっとも

広く被われている。クヌギーコナラ群集は薪炭林として15～25年に一度伐採されることによ

り存続している。

　ク冒マツの植林地は現在では比較的手入れされていないため、クヌギーコナラ群集の構成

種が多く生育している。やがてクロマツは衰退してクヌギーコナラ群集の落葉樹林になり、

50～80年で立派なシラカシを主とした常緑広葉樹林一ふるさとのみどり一が復元すると考え

られる。落葉樹林には一部クリの植林地がみられるが構成種は林床に畑地雑草が生育してい

るのみでクヌギーコナラ群集とは大きなちがいはみとめられない。

　スギの植林は斜面部でも比較的湿生立地域に帯状にみられる。また漁り割りの中にも植栽

されている。土壌も深く湿生で常緑広葉樹の芽生えが他のクロマツ林やクヌギーコナラ林に

対してもっとも多い。きわめて自然植生に復元されやすい植生である。

　台地下部の人家の裏には一部小面積ではあるがモウソウチク林がみられる。

　大庭地区北部の西斜面にはかつてスギの植林地やクヌギーコナラ群集がみとめられていた

（宮脇・藤原1968，1969）。今回の調査ではマスタープランの上で道路がつけられるため広面

積にわたり伐採されて、その後はネムノキーア紅毛ガシワ群落で広く被われている。アズマ

ネザサーススキ群集との共通種を多くもつが伐採跡地特有のノイバラ、モミジイチゴ、サル

トリイバラ、ハリギリを有する群落である。

　台地上の農道や台地と低地を結ぶ北側の細い通路には踏跡群落のニワホコリーカゼクサ群

集やチカラシバーチガや群落がみられる。よく人に踏まれるところにはニワホコリーカゼク

サ群集が、踏まれるところより少しはずれた地域には路傍雑草群落の草丈の高いチカラシバ
　　「

一チガヤ群落が発達している。

　台地上の耕作地のような開放景観と斜面部のクヌギーコナラ群集、クμマツ植林などの森

林一閉鎖景観一との接点には一部マント群落のクズーカナムグラ群団に所属する植分が

みられる。

皿　　その他

　台地下部には数多くの宅地が広がっている。庭園には園芸種が植栽されたり、畑地となつ
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ているので一応その他という凡例でまとめられた。

　藤沢市大庭地区城山は半自然性の文化景観でおおわれている。それぞれの群落は一定の入

為的影響とつりあって存続している。したがって公園として利用する場合は潜在自然植生図

と対比させて上手な利話法を考えられる必要がある。

C）　潜在自然植生図

　様々な人為的干渉下に自然植生が種々の代償植生に変えられているところでは、現存植生

図が、そのまま代償植生図といえる。したがって新しい開発・自然の復元、適正な自然管理

のための基礎図として、現存植生図だけでは不十分である。

　潜在自然植生図は、今一切の入為的干渉を停止したら、それぞれの立地がどのような自然

植生を支え得るポテンシャルな能力をもっているかという、現存植生に無関係な、理論的に

考え得る潜在自然植生（丁廿xen，　R．1956）の具体的な配分をいう。

　大庭城山地区の利用と保全のための緑化・自然復元・管理に際しての鏡の役割を果す植生

の側からの自然診断図として潜在自然植生図が描かれた。潜在自然植生図作製の基礎資料と

しては、今回さらに135箇の現地植生調査が行なわれた。これらの植生調査資料は1968、ig69

年度の宮脇・藤原の資料と比較検討された。さらに関東地方各地の残存自然林分の植生調査

資料とも総合的に考察されて植生図の凡例は5段階で示された。

　図化は現存植生図とおなじ縮尺1：500の新しくつくられた地形図上に現地で原図が描か

れた。残存自然植生、残存木、代償植生の他に土壌断面、土壌表層の色、固結度、今までの

産業的利用の形態なども調べ、総合的に立地本来の潜在自然植生の質についてまとめられ

た。おなじ潜在自然植生域はおなじ色でぬられていった。

　1）シラカシ群集モミ亜群集域

　斜面上部の急傾斜地のようにローム層の堆積がほとんどないか、けずられているところは

貧養で、水分の変動がはげしい。このような一面的で、きびしい立地条件下では一般に植物

の生育が悪く、生育植物の種類もかぎられている。モミ、アカマツなどの針葉樹も含むシラ

カシを中心とする常緑広葉樹林が潜在自然植生と判定される。

　このようなきびしい立地条件のところでは人間の干渉に対する適応力の巾がせまく、一度

現存植生を破壊すると、あとの緑化・復元は園難である。また降雨時などには斜面の下部や

周辺部に土砂崩壊などの惨害を与える危険性もある。

　したがって、現存のアカマツ、コナラ、ヤマツツジなどの種群を残すと共に斜面の肩の部

分にはヤマツツジ、ミツバツツジなどの植栽によって、より積極的な環境復元に努力するこ

とがのぞましい。
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　2）　シラカシ群集典型亜群集域

　台地上の旧地部やそれに準ずるローム層が厚く、適湿ないしはやや乾燥した地域はシラカ

シ群集の典型亜群集が潜在自然植生と考えられる。

　利用され易い立地であり、現在は畑または耕作牧棄畑になっている。自然復元、緑化、郷

土の森の成立には表土が除去されないかぎり適地である。

　台地上のシラカシ群集の典型姫群集域に、この地区の住民の心と体の保証、よりどころと

してのシラカシ林の復元がつよくのぞまれる。しかし、自然度の高い植生ほど二二の干渉に

敏感である。したがって、周辺部にクヌギーコナラ林やアズマネザサーススキ草原による緩

衝帯を設ける必要がある。

　3）　シラカシ群集ケヤキ亜群集域

　シラカシなどの常線広葉樹を中心にケヤキ、イロハモミジ、ミズキなどの落葉広葉樹が混

生している。台地斜面の適湿地に広い三稜を占めている。屋敷の裏山に屋敷林として残され

たケヤキ林、竹林やスギを中心とする植栽が行なわれている地域も含まれる。

　シラカシ群集のケヤキ亜群集域は古くから我が国の住居や集落に利用されていたところで

ある。一般に斜面では土壌は厚く、点点で排水が良い。地下水位が比較的高く、井戸掘りに

も好適である。

　植物の生育は早く、郷土の緑の自然の復元・維持に適している。また斜面が多いためにこ

のケヤキ癒群集域に残された樹林は視覚的に実際以上に広い緑地的効果もあたえる。

　4）　クヌギーハンノキ群落域

　斜面の下端や低湿地回の排水不良な土壌からなる湿生立地上にはクヌギーハンノキ群落が

局地的に見られる。現状のままで住宅地その他の建造物網地には適しない。しかし、埋立て

による安易な利用がされ易い。開発に際しては弱い立地の一つであることを留意しておく必

要がある。

　5）　錫シーハンノキ群落域

　調査対象区域の周辺で現在水田として利贋されている区域は、放置されると、ヤナギタ

デ、ウナギツカミ、セリさらにはヨシ、ヤナギ類やハンノキが生育する立地である。

　沖積低地の大部分を占めるこれらの立地では、地下水位が高く、湛水状態のところもあ

る。このような多湿、湛水地区の潜在自然植生は現在のところ一応ヨシーハソノキ群落にま

とめられる。

　巳本民族が数百年かけて開田した水田の多くは、このヨシーハソノキ潜在自然植生域であ

る。最近放灘されているところでは潜在自然植生に復帰しはじめているところも少くない。

　現在行なわれているような画一的に埋め立てた宅地、その他の産業用地に利用されるのは

問題がある。水ぎわの弱い自然であり、今までは洪水に際して遊水地として、その他多様な
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役割も果してきた．

D）　自然度による植生区分図

　大庭城山地区の植生にどの程度人為的影響が加おっているか、現存植生は自然植生からど

のくらい変えられているかを1～IV段階の自然度（植生重要度）によって区分された。

　この区分は土地利用図や自然復元の現状診断図として1：1，000（原図ユ：500）で示され

た（付図皿）。

　1）自然植生残存林分域

　もっともよく自然植生が残存している林分や復元している地域を示す。屋敷林として残さ

れたり、また同時に急峻な傾斜地で開発に不向きな地区や神社がある地区に常線広葉樹の残

存林がみられる。

　したがって自然度王の地域はだいぶぶんが開発されることにより土壌の侵蝕や風害、水害

その他の何らかの害を併発する危険性が十分ある。このような植生や立地は聖域（サンクチ

ュアリ）として半永久的に手を入れぬことが望ましい。現在残存している地域は台地の肩に

かかっている部分が多い。このような立地では表14で示された樹種、魚種を選び、マント群

落やソデ群落を復元させ、自然度1の地域を保護されることが望ましい。

　H）自然植生が比較的良好に復元している植林地および二次林

　スギ、ヒノキ、クロマツなどの植林地や薪炭林として利用されていたクヌギーコナラ林の

中には、下草刈りや間伐などの入為的影響が比較的加わえられていないために低木および草

本層に自然植生の常緑広葉樹が復元している地域がみとめられる。

　大庭城山地域全体ではきわめて面積は狭いが旧堀割りに植林されたスギ林や堀割り跡周辺

部に多い。このような二次植生や植林もできるなら自然のまま放置し、常緑広葉樹林に復元

させることが望ましい。土壌の侵蝕も少なく、現在では土壌形成も比較的進んでいる。今後

は計画的に人為的干渉が停止されると比較的早く自然が復元される地域である。

　さらに常緑広葉樹の植栽を加え復元を促すことが可能であるが、1と同様に林縁にマント

群落やソデ群落を復元させることが必要である。

　玉H）自然植生が著しく破壊されている植林および定期的管理の続けられている二次林

　スギ、ヒノキ、クロマツの植林やクヌギ、コナラのいわゆる雑木林は下草刈り、落葉か

き、あるいは間伐、また15～25年に正度伐採されるなどの何らかの人為的影響下に存続して

いるもっとも安定した代償植生といえる（図21）。

　二次林は一定の管理のもとに持続している群落であるため、立地図と比較した場合、立地

図凡例IV、　Vの地域と合った自然度皿の地域は森林内に人が入っても比較的耐えうる性格を

もつ。したがって公園計画を企画する際には自然歩道や休憩地の周辺にマント群落やソデ群
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落を復元すれぽ十分可能である。植林やクヌギーコナラ林は人間の立ち入り、下草刈りなど

の一定の干渉にたえられる利点を十分利用して、現存の樹木を伐採しないで、林縁や樹蔭を

利用するという考えを基本に作業が進められるのが理想的である。

　W）草原および裸地

　台地には自然植生の構成種を欠き、耕作地として利用されたり何度か伐採されている地域

が広い面積を占めている。畑、耕作放棄畑、アズマネザサーススキ草原、シバ草地がこれに

あたる。ふるさとの森復元後、様々な施設の設置、子供達や市民のレクリエーシ。ンの場と

しての利用は立地図のV段階と組み合おせて使用される地域である。この地域は開発・利用

されるにはもっとも適した地域である。

　自然度1－IVの地域はそれぞれ1、　Hはできるだけ開発を行なわないで、ふるさとの森の

一典型として残されることが望まれる。皿は公園計画の一部として森林を利用した計画が行

なわれることが望ましい。その際開放された周辺部は必ずマント群落やソデ群落で保護され

る必要がある。IVは自由な設計プラン、市民のレクリエーシ。ン地域、ふるさとの森復元へ

の植栽計画の一端などを担う地域として広く利用されたい。

　ただし植生の面からのみ述べられているのでの立地図との関連も十分考慮された上での公

園計画が進められることを期待したい。

E）立　地　図

　現存植生図、自然度による植生区分図及び潜在自然植生図にあわせて現地での立地の総合

的三三を加味して、開発への指針として1：1，000で立地図が描かれた。

　立地の安定度により1～Vに区分された。

　1）急斜面及び斜面上端の極端に不安定な立地

　大庭城山地区北部に小規模にみられる。全域ではきわめて少ないが、一度破壊されると植

生の復元が困難で、厳しい立地の地域である。現在は利用不可能なため常緑広葉樹や針葉樹

が生育している。立地が不安定であり、ふるさとの森である常緑広葉樹林が残存しているこ

とから安定度1の地域嫁厳重に保護されなけれぽならない。潜在自然植生は土壌が浅く乾燥

した厳しい環境条件に耐え得るシラカシ群集モミ亜群集が一部示される。

　H）沖積低地の湿生立地

　潜在自然植生のクヌギーハンノキ群集や、ヨシーハンノキ群集が成立する立地で、現在は

スギの植林や水田に利用されている。

　排水が悪い地域で埋めたてが行なわれてもなかなか利用されにくい地域である。しかし比

較的湿生の立地で好湿生の草本植物が生育しやすく、湿地のお花畑が復元され周辺部に木道

を敷き自然公園の一部とに企画されてもよい。大規模な開発には適さない。
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　皿）小巾斜面のやや不安定な立地

　表層土の堆積がさかんで、肥沃であるが、急斜面であり土砂の移動が激しかったり、やや

湿生立地であるため、破壊されるとその立地の特質一比較的富養であり植生の復元がされ

やすい一を失いやすい地域が示される。現在スギの植林地に利用されている地域が大部分

であるが一部二次林も含まれる。

　開発されずに“ふるさとの森”が復元される方向にむかって無理のない管理が行われるこ

とカミ望ましい。

　IV）台地斜面のやや安定な立地

　現在はクロマツの植林やクヌギ～コナラの二次林に利用されている。斜面のために伐採さ

れると表層土の流出や土砂崩壊の危険性が強い。したがって、現植生のままの利用法が望ま

しい。

　この地域の森林は比較的陽地生であり、何らかの人間の管理とつりあった植生が多いの

で、小規模な自然公園としての利用には適している。

　V）台地上の安定な立地

　なだらかな丘陵地や、台地上などは、もっとも安定した立地である。草原や裸地化してい

るところでは施設をつくったり、広場を設澱するのに適している。大部分は畑地、耕作放棄

地およびアズマネザサーススキ草原で占められている。

　一部常緑広葉樹林や、クヌギ・コナラの二次林、クロマツの植林地を含むが自然度も加味

して利用方法が考えられることが望ましい。

　立地図の段階1～H至の地区はなるべく開発、利用されないことが望ましい。IVは自然公園

として森林を現在のまま残してうまく利用できる可能性がある。Vは比較的開発に適した立

地であるが自然植生重要度と関連させて計画される必要がある。

IV　植生調査に基づいた自然診断および立地開発への諸提案

　藤沢市西部開発域は過去数百年、一定の人為的干渉下に持続群落として、藤沢市、神奈川

県さらには関東地方一円の‘‘典型的半自然景観”域の一地域として存続してきた。

　藤沢市西部の城山地域が、新都市、新住宅域の中に「みどりの自然」を保った公園として

利回され、開発・保護・復元されるための基礎調査として、生態学的、植物社会学的調査・

研究が行なわれた。資料の比較検討の結果、生態学・植物社会学に基づいた、いくつかの基

本線が列挙される。

　事業計画者や施行実施者が、“生きた構築材料Lebendiger　Bausthoff”の使い方に対して

十分の吟味を重ね、植生・立地の側からの理解を深めた上で、より合理的な開発計画および

実施、さらにその後の管理・維持計画が望まれる。
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　1）残存自然林分の保護・復元

　かって関東地方一円を被っていた、また現在も入為的干渉を一時停止した際に被われると

考えられる自然植生一常緑広葉樹林一は、すでに指摘されているように、城山地域のみなら

ずその近隣にも厳密な意味では見あたらない。しかし、小規模ながら斜面部や屋敷林、神社

の社叢林として比較的良く残存・復元している二分がみとめられる。

　これらの三分は、固有の：景観要素として長い年月の経過を経て今日残された貴重な財産で

ある。文化的面から言っても、そこに生まれ育つ人々のふるさとのゆたかさとして貴重な遺

産でもある。一度完全に破壊された自然植生はどれほど金をかけても復元までに50年以上の

年月が要求される。とくに森林への復元はきわめて困難である。弱い自然域や都市近郊林の

安易な伐採利用はなされるべきではない。

　2）現存する高木、亜高話の利用

　調査対象域は、都市における緑地としての機能をもち、自然公園的な意味も大きい。関東

一円で代表的二次林であるクヌギーコナラ林、一定の管理下にあるクロマツ、スギ、ヒノキ

などの植林地、さらに残存自然植分など郷土の文化景観域で代表的な半自然景観の構成要素

がコンパクトされている。

　裸地化した際、手を加えてやっても、クヌギーコナラ林なら15～20年、クロマツ、スギ、

ヒノキ林なら20～40年、自然植生なら50年以上復元までの期間が必要とされる。しかも細か

くみれば、植生は多様な立地条件の総和に応じた成立形態であることも忘れてはならない。

　したがって、高木・亜高木はその成立まで時間と経費がかかるので伐採による土地利用は

最低限におさえる。とくに斜面など弱い立地にある林分は一定の保護・管理が先行されなけ

ればならない。クロマツ林、クヌギーコナラ林として十分成立している緩斜面、平坦地は、

人為的干渉、利用に対して比較的抵抗力が強いことをふまえ、最も賢明な利用（開発、保護

および復元）が望まれる。

　3）　立地上弱い地域の取りあつかい

　表（層）土が深くけずられた新造成地でッッジ類を除いて植栽樹がことごとく枯れている現

状が示すように、腐植質を多く含む表土を積極的に守ることは対象地にとって重要な前提条

件である。植生を安易に破壊することによって表土が流されやすく、景観や立地までも著し

く破壊されやすい。このようないおゆる弱い立地条件域は積極的保護がなされなけれぽなら

ない。

　急傾斜地、低湿地といった弱い立地条件区域の保護には、景観としても効果がある、植生

による被膜を作ってやり、入為的干渉を少なくするのがもっとも健全な手法と考えられる。

　具体的には、急傾斜地の一例（図24）と低湿地の一例（図25）が示されている。

　4）マント群落・ソデ群落の利用
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　遊歩道の設置、諸施設の利用に伴って一定の伐採が進められた地域は、各植分との接点

に、マント群落構成種、ソデ群落の構成種による修景を計らなければならない。

　具体的種群及びその配分については、表14と図27に示されている。

　5）掘割り跡の保護

　堀割り跡は腐植質を多く含む表土が流入堆積し、その一部はマント群落要素の低木・草本

やツル性植物が広く被っており、一部は表土の堆積に伴って自然植分一自然林構成種一がき

わめて良好に復元してきている。そのため安定した景観を示しつつある。文化財としての価

値を恒久的に残すためにも、出来る限り“自然植分による修景”をとおして文化財をまもる

ことが好ましい。堀割り跡という文化財に関しても植生による保護が考えられなければなら

ない。

　6）植生維持のための管理・保護

　シバ草原が、シバ草原として持続するするためには週に一回程度の刈り取りを必要とされ

ている。同様に、シバを始め生きた緑を使った公園の各部分が、本来の機能を果すために

は、植生や箇々の櫃物に応じた十分な管理・保護が要求される。

　一度破壊してからの復元よりも、現存している植物群落を基礎とした十分な管理・保護を

行なうことが、結局は、経済的で最も正攻法とされている。一般にないがしろにされ易かっ

た公園完成後の管理・保護を、生きているものの側から生態学的基礎により、計画・実施さ

れることが望まれる。

　他方、今まで穂生が管理という名の画一的な伐採、草刈り、下草刈りによって破壊された

不幸な例も十分考慮して、植生の目的に応じた健全な発達・維持を保つための賢明な管理が

強く要求される。

V　「ふるさとの森」復元への緑化計画

　社寺林や古い屋敷の裏山といった形で残された自然植生およびその断片さえも残されてい

ない新都市化、新住宅地化地域において積極的に利用（開発、保護、復元）しなければなら

ないのが緑地である。その緑地は、そこに生活する人々にとっての生きた自然の色彩をもっ

たふるさとであることが要求される。　「ふるさとの森」復元には、生きものの側からの計画

や、管理がなされなけれぽならない。健全な環境の指標でもある「ふるさとの森」が果し得

る多様な効果は、直接・間接の生存環境の保証につながる本質的なものである。そして復元

への成果は、事業関係者のみならず、各地の今後の都市計画に加わっている入々、各公共団

体やその新しい時代に対応した人間の生存環境復元に対しても生きた実例としての役割も果

すはずである。

　「ふるさとの森」である自然植生一自然林一の構造と種組成は、その立地条件に対応した
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形で示される（図22）。従って画一的に植栽すると、一時的には成功しても枯死したり、生

育不良となり、ついには失敗に終るケースが多い。

　自然植生の構成種である郷土種は、一般に植栽樹としてもちこまれる外来種よりも初期の

生育は遅い。しかし、復元した段階では何ら特別の手を加えなくても持続する群落を形成す

る。

　D　植生が比較的残存・復元している区域

　台地の北側斜面の上端にみられるように、帯状に比較的よく植生が復元しているところ

は、その視覚的効果が、同じ面積で塊状に残っているものより多いとされている。したがっ

て、他の群落と接する部分を、マント群落構成種とソデ群落構成種である低木、草本やツル

性植物で十分な保護に努めなければならない。林廓内のいわば雑木として生育しているもの

の安易な刈り取りがなされてはならない。

　2）　自然植生が著しく破壊されている区域

　高木層に自然植生の構成種を急にもってきても、荒れている立地条件下ではそのままでは

健全な生長が望めない。ススキ草原や序次林の構成種群の低木や草本を順次刈り取りなどの

手段で滅らし、自生または移植したその立地が支えうる自然植生の構成種を次第に増加させ

る。同時に、下縁植生での高木身構魚種群が、亜高木罵以下に配置されるようにする。その

ことは、立地と対応した形でなされる群落形成系列（遷移系列〉を、手を加えることによっ

て、時間的に早めてやることに他ならない。

　前項と同様に、林縁群落の保護には注意が必要である。

VI：大庭城山地区における公園計晒への提案

1．大庭地区城山の利用法

　城山の台地上は広範囲に現在耕作されている畑地あるいは、耕作放棄された草原になって

いる。斜面は一部畑に利用されている地域もあるが、クヌギ、コナラの二次林、クロマツの

植林、スギの植林、一部は常緑広葉樹林の残存林（屋敷林）がみられる。

　立地図1より判定された段階1～皿の区域は、立地が不安定であることを十分考慮：して、

利用されなけれぽならない。この区域は可能なかぎり、手を加えずに現状のまま維持するこ

とが望ましい。凡例Vは安定した立地である。従来から開発・利用されてきた地区で、ほと

んど森林は残っていない。わずかにヒノキ植林、クロマツ植林がみられるのみである。この

地域に集団のレクリエーシ。ソ地域を設定したり、ふるさとの森としての市畏による植栽計

画地が考えられることが望ましい。IVはやや安定した立地である。二次林やクβマツ植林な

どの半自然林がみられる。半自然林の地域は森林を伐採せずに現在のまま利用されることが

望ましい。たとえば散歩道をつくったり、公園として林下を利用することも考えられる（図
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図22台地上の“ふるさとの森”復元への一例（シラカシ群集、典型亜群集の場合）
Abb。22　Ein　Beispiel　des　rekonstruierten　naturgemaβe疏Waldes（τypische　Subass，　des　Q　u　e・

　　rcetum　鶏yrsi鷺aefoliae＞．
Q．a．；Qz‘8ノ・α∬αα漉∬∫2πα　クヌギ

P謡．；P澱∬ブα2πα3盈z〃π　ヤマザクラ

Q．s．；Q～超rα‘358澤α忽　コナラ

S．」。　；5吹yrα謬ブごτメ》07蕗。α　エゴノキ

Q．m．；Qz卿’α‘3鋭yr5」7zαφb石α　シラカシ

E．j．；，E娯yαノαρo廊。α　ヒサカキ

S．i．　；5友ψゐα刀α刀4プα‘刀‘f5α　コゴメウツギ

H．r．；1醍θ4θプαア義。ηzう8α　キヅタ

V．d．；｝「狛zび2zκ躍漉朔望オz〃23　ガマズミ

Ca。」．；Cα♂”oα7ψαブ妙02～fcα　ムラサキシキブ

Oj．；01》ゐyo汐ogo2～ブαρoノ～‘oα　ジャノヒゲ

F．j．；F碗5ぬゴαρo漉。α　ヤツデ

L．p．；五餌（ψθμ碗ッ♪砂Z㍍　ヤブラン

C．j．；C廊加8疏αブ妙02z露α　ヤブツバキ

A．c．；ノ1zκ～冶αノαノ）o漉。4　アオキ

D．e．；D2高階θプf3召びオ加0∫・耀ベニシダ

24，25）。

　自然度による植生区分図では植生重要度はIV段階にわけられた。現在残存している屋敷林

などの常緑広葉樹林はできるだけ保護されるべきである。また凡例狂の二次林も比較的自然

植生が復元している地域はふるさとの森に復元されやすいため可能な限り残されることが望

ましい。凡例ln：は林床がすでに破壊されたり、刈りとりという一定の人為的影響が加わってい

るため散歩道路をつくったり休憩地を殼置するには適している。IVは集団レクリエーション

地域としてシバを植栽した草地や、ふるさとの森復元のための植栽をすることも考えられる。

　2．　“ふるさとの森”の復元

　現在屋敷林や斜面の一部として残存している常緑広葉樹林はかって関東地方を被っていた

と考えられる自然林の一断片である。関東地方に人聞が住みついてからおよそ1万年の間に

自然林は殆ど開発しつくされた。断片的に社叢林や屋敷林として残存しているのみである。

城山地区にも屋敷林として台地下部に残されているが本格的な“ふるさとの森”としての復
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図23　並木植栽例

Abh．23　Ein　Bepflanzungsplan　fUr　Alleen．
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C・」・；C捻耀8〃観ノσρo刀ゴ‘α　ヤブツバキ

H・工；Hθ伽幼g如ブ⑫oノ～比α　ハナイカダ

Pj・；Pプκ刀z∬ブα初σ銃ん～‘ノ・α　ヤマザクラ

L．j．

D．c．

S．」．

S．i．

D．s．

；・乙∫g鰐頗〃zブαヵ。ノ～∫α〃π　ネズミモチ

；D8π詑fαoプεπα’α　　ウツギ
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図24　公園計画の一例　そのl
Ahh．24　E至鷺Beispiel　f鼓r　Parkplan．
P．∫．

S．c，

L．o．

C．5．

；

三

；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

乃’解観∫ノごz躍α∫α々躍・α　ヤマザクラ

＆ππ鶴0ん珈α　サルトジイバラ

L幼4θノ¶αo諏魏認。ゐα　ダンコウバイ

Cα醗σαゆπゴαρo廊。α　ムラサキシキブ

R・P・c・；R罐z‘3ρ認”鷹彦z‘3var．αψ砂ρん：y♂」π∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モミジイチゴ

Oj・；（：励y・ψ・9・・ブ・ρ…如ジャノヒゲ

C．g．；qyηめ耀‘z‘η3　goθノ囑82～gだ　シュンラン
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D．c．　；Dθ曜葱α6プ例α彪　ウツギ

Q．s．　；Q麗プ侃55θrプα∫α　コナラ

L．9．9．；Lo痂8ブα9プα・∫伽85　var．　gZα加α

　　　　　　　　　　　　　ウグイスカグラ

N．d。；ム肋z4プα40加θ3あ。β　ナソテソ

E．S．；E駕0刀ツη観55f660Z漉研～μ5　マユミ

D．e．；Drッ。がθ7’f38ノ＝y疏プ050ブα　ベニシダ

P．t．
P，t，

図25公園計画の例　その2
Abl｝．25　£in　Be圭spiel　fUr　Parkplan　2。

P．t．；Pf膨∫〃Z瑚う即9鉱クロマツ
S。v．a．；30あ4αgoη∫プ9α。α麗プθσvar．‘τ∫勿涯。α

　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ
Gj．9．；Gαプ4θη地ノα∫η3多πo∫485　f．9ブαπ4ゲZoプα

　　　　　　　　　　　　　　　　クチナシ
C．j．；Cα2η8〃毎ノαρoη飴α　ヤブツバキ

C．c．；Cα紹∬oo滅6αヒメカンスゲ

A．c。3！知θノ・6rα如θ9ヴbZ勉”3　ウリカエデ

O．h．；0∫2規〃躍勉‘5乃8館1・0メ）翫yZ伽5　ヒイラギ

L．9．；ゐ痂48rαgZα駕α　ヤマコウノミシ

C．g．；（汐況房4勉彫goθ7層8πg言ゴ　シュンラン

元を公園の一部として考えられる必要がある。しかも市民の手で作られ、後代まで受けつが

れ、市民のための緑の憩いの場一公園一としての役割が十分果たされるはずである。

　“ふるさとの森”復元の具体的な方法としては現在の台地上の母土壌（Mutterboden）が

保護される必要がある。そして植栽に関しては第1段階としてTab．14より代償植生の種群

たとえば高木層ではクヌギ、コナラ、ヤマザクラ、エゴノキなど、低木ではガマズミ、カマ

ツカ、ウツギ類を植栽する。それと共に常緑広葉樹のシラカシ、アカガシ、ヤブッバキ、シ

Pダモ、ヤツデ、ナンテン、マンリ。ウなどを植えることが好ましい。植栽種はTab．14よ

り選ばれる。

　落葉樹は常緑広葉樹が定着し大きくなるにしたがい至論され、立地の潜在自然植生に応じ

た“ふるさとの森”が時閲と共に復元し、子孫のために残されると考えられる。

　斜面部の自然林一シラカシ群集ケヤキ猛群集一に対応した台地上の自然林一シラカ



36

A

B

C

1一一一一→2トー一3→一一2一→一一一一一一一4

卜一一一5→2＋一一3一一一←一一一一一一一一1一→

トー一一6一斗2る一一一一一3十2←一一一6・一一一一一一書

図26　自然遊歩道の例

Abb．26　Ein　Beispiel　fUr　Wanderwege：

　　　A；潜在自然植生がシラカシ群集典型亜群集の場合
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B；潜在自然植生がシラカシ群集ケヤキ亜群集の場合

C；潜在自然植生がクヌギ八一ソノキ群落の場合

A；Fallder　Typischen　Subass．　des　Quercetum　myrsi。
　naefoliae
B；Fallder　Subass．　　von　　Zelkova　　serrata　　des　　Querce一
　£um　 myrsinaefoliεしe
C；Fa王1　der　Qz♂θκε65αo郡’‘∬勿3α一A伽z‘∫ブαρoア～foα一GeseHschaft

　1．　クヌギーコナラ群集Quercetumacutissimo．serratae
　2，マント群落Mantelgesellschaft

　3．歩道Weg
　4。クロマツ植林乃ηz‘5∫伽舶θプgff－FQrst

　5．ケヤキの優占する混生林Mischforst　mit　dominierten　den　Z8Z加ηα5θr剛α

　6．　クヌギ一一ソノキ群落Q～4θプα‘5α6漉∫55f規α・∠4Z2zz‘5ブ砂。加。α・Gesellshaft

シ群集典型亜群集一が城山に復元でき後世に伝えることができれば、我が国の他の地域に

類をみない理想的な新しいタイプの公園として期待される。

　“ふるさとの森”が復元される際に考えられなければならない問題は周辺部の保護であ

る。ふるさとの森が復元される途上でもまた復元してからも人が入らぬようにすることが必

要である。周辺部には落葉低木によるマント群落や草本植物によるソデ群落を復元して、光

や風が入らないようにする。可能なかぎり現在藤沢市西部開発地域内で道路や施設建設計画

のために切り倒される木本植物を根まわしして、移植することが望ましい。

　ある植物群落が自然林として発達するまでに約5Q～100年の年月がかかる。今自然林に近

い形になっているといわれている東京の明治神宮でさえも実際には自然林とはいえない。こ

の場合は何も木の生えていない畑地に樹木が植栽されて50年間を経た現在、土地に合わない

植物は陶汰され、本来その立地に生育する能力をもったもののみが残って、みかけ上は自然

林に近い林に復元している。植生復元、郷土の森をつくるための管理とは自然の二次的進行

遷移の方向を助長するように行なうべきである。

　3）園路計画

　台地上の集団レクリエーシ。ン地域の並木植栽計画にはTab．14、図22、図23が例として

参照される。

　高木層は落葉樹で樹形や花の美しい種群を基礎とし、亜高木層に常緑広葉樹、低木層に落

葉樹を組み合わせるのが理想的である。夏は樹蔭で涼しく、冬は風よけになり美しい花が見

られる並木が理想であるとすれぽ、ヤブツバキなどを亜高木層に植栽するのがのぞましい。

高木層にはヤマザクラ、ムクノキ、エノキ、エゴノキ、ヤマナラシなどを用いるとよい。低

木隙こは春から夏にかけて花をつけるウグイスカグラ、ウツギ、ツクバネウツギ、コゴメウ

ツギ、マルバウッギ、ムラサキシキブなどを植栽するのが好ましい。

　集団レクリエーション地域周辺には、ヤマザクラ、エゴノキ、クリ、ダンコウバイなどを
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植栽しておく。春の開花と、秋の結実がたのしめる。

　4）斜面の散歩道路

　斜面に発達するクヌギーコナラ林、クロマツ林の林床にはアズマネザサ、ススキなどのス

スキ草原の構成種が多く入りこんでいる。

　これは定期的に下刈りされるという条件と、長い間つりあって存続してきたためである。

　林床にススキ草原の要素をもった林は半開放的自然で、少し人が入っても、ある程度の人

為的干渉に対しては適応できる。したがって公園の散歩道としては比較的利用されやすい。

　利用する際は樹木の根元には必ず低木や草本植物を残す必要がある。1本あるいは数本の

樹木に対し、図27のようなマント群落、ソデ群落を設定する必要がある。

A
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図27開放地域と援する森林の保護としてのマント群落作成の例
Abも．27　Beispiel　fUτeine　M鼠ntelgesellschaft　als　Schutz　gegen　Windeinfluβzwlschen　offeRe孤

　　Gel護nde　und　Wald：
　　A；クμマツ林と接した場合im　Kontakt　mit　Pゴ2zz45疏z〃～6θ7層9‘f・Forst

　　B；クヌギ・コナラ林と接した場合im　K：・ntak皇mit　der　Qz4θrα∠3α。纏∬f脚und（2、48r‘～4∬8プ．

　　　プζZ彦α一Forst
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　謙歩道路をつくる際には道路沿いにマント群落構成種であり、クヌギーコナラ群集の構成

種であるウツギ、ウグイスカグラ、マルバウツギ、ヤマウルシ、ハゼノキなどの低木を植栽

し、その下にソデ群落構成種のオカトラノオ、ヤマユリ、ノコンギク、シラヤマギク、ヤマ

シ戸ギクなどのキク科の植物や、ヒメカンスゲ、ナキリスゲ、ホンモンジスゲなどのスゲ類

を植栽することが好ましい。

　マント群落やソデ群落は森林破壊の進行を必要以上進めないための保護組織である。

　5）具体的管理

　“ふるさとの森”は必ずしも常緑広葉樹林だけがすべてではない。一定の人為的影響によ

って半永久的に存続している半自然景観も“ふるさとの景観”の一つである。たとえぽクヌ

ギーコナラの夏緑広葉樹林は、かって国木田独歩が武蔵野を舞台にして描いた雑木林と同じ

林であるし、クロマツ、スギ、ヒノキの植林も先祖代々人間が管理、利用しつづけてきた半

自然景観の一断面である。畑、水田も一定の耕作するという条件とつりあったふるさとの景

観である。日本人はこの水田や雑木林を中心とした景観の中で生活してきた。今でも数多く

の人は“田舎”、“ふるさと”と呼ばれる田園景観に対する郷愁の念を捨てされずにいる。ど

んなに都市化が進んでも“1坪農園”とよばれる土に親しむ場を持ちつづけている人達も多

い。さいわいにも西部開発域には保全農家として田園量観が残され、臼本最初の都市化と田

園景観の調和した構想がねられたということは理想的である。

　城由地匿の公園はさらに半永久的に自然の遺産を子孫に伝えるためにも自然公園としての

機能を十分存続させるための管理が行なわれる必要がある。

　図21に示されているように立地固有の潜在自然植生がどのような入為的影響により現存の

代償植生に移行し、持続しているかが理解される。

　したがって、子供達が林床であそべるようなクヌギ、コナラの雑木林や、クロマツ林を存

続するためには工5～25年に1回伐採するとか、ク戸マッやスギ、ヒノキを植栽して下草刈り

するという一定の管理を繰りかえしてやればよい。

　道路を設置して周辺に雑草や雑木が生育したら、画一的に伐採したり、取らずに残してマ

ント群落やソデ群落の役割を果たさせる方がよい。必要なことは人間が最小限に利用する地

域のみの伐開であり、不必要な伐採は躯力さけねぽならない。我々の現在の科学技術では今

ある森林を破壊した後にふたたび緑の多層社会に復元させるにはあまりにも時閥がかかりす

ぎるからである。

　自然を正しく保護し、利用するには対象とする自然にあった人足の管理を行なうというこ

と、かつ必要である。たとえぽシバ草地は適当な踏込と、週に数回の刈りとりにより存続で

きる。そして、できるだけ遠慮しながら必要最小限度の自然利用ということを管理者はいつ

も心に銘記しておくことが前提条件になる。
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お　わ　り　に

　今回の調査対象域の調査結果は、植生図および立地図を含めて、今後の具体的計画設計の

基礎図として積極的な活用が望まれる。

　立地や景観に応じた土地利用、開発、保護、管理計画は、対象となる“みどりの自然”の

保証の前提となる植物社会学的理解が萬提条件とされている。自然の許容能力を無視した画

一的都市計画、開発の反省として植物社会学的基礎にもとづいた土地利用、開発、保護、管

理計画の成果は新しい手法として注膳されている。学術的価値のみならず、都市設計・計颪

の関係者、各公共鰯体関係者、失なわれつつある緑の中で生活する人々などにこの報告書が

理解され、正しく利用されることを期待したい。
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                          Zusammenfassung

           Pflanzensoziologische Studien fur rationeiie Nutzung und

       Erhaltung des Ohbashiroyama-Bezirk (Fujisawa bei Yokohama)

                                 von

             Biological Institute, Yokohama National University

        Akira MIYAWAKI, Kazue FUJIWARA und Kunio SUZUKI

   Fifr den neuen Stadtentwicl<lungsplan hat man bis jetzt dkonomische sowie

Augenblicks--Erfolge nach ausschlieBlich quantitativen Gesichtspunl<ten erwartet.

Dadurch daB oft mehr Geld und neue Technik in Stadten und Bodennutzungs-

maBnahmen konzentriert wurde, muBte der l<6rperliche und auch der geistige

Gesundheitszustand, der Menschen leiden, weil i'hr Lebensraum und die mit denen

zusammenlebende Bioz6nose und ihre Umwelt v61}ig verllndert worden ist.

   Die Japaner lebten tausende von Jahren mit ihren Heimatw2Idern d. h.

Tempelwaldern zusammen. Obwohl unsere Technik heute so hoch entwicl<elt ist,

mUssen wir immer noch damit rechnen, daB wir Mitglieder einer Biozbnose sind,

soweit das Leben des Menschen reicht.

   Ftir den neuen Stadtbauplan der Stadt Fujisawa ist unsere Denkweise Zugrund

gelegt worden. Wir haben als Grund}age fttr den Stadtentwicl<lungsplan je eine

Karte der realen sowie der potentiell natUrlichen Vegetation gemacht (Miyawaki,

und K. Fujiwara 1968, 1969)･

   Nach unseren Vorschl:gen ist der Ohbashiroyama-Bezirk, der in mitten des

Gebietes liegt und in dem frtiher ein altes SchloBstand, als Naturpark der neuen

Sttidt bestimmt worden.

   Wir haben hier als Beispiel versucht, den modernen japanischen Heimatwald

nach pflanzensoziologischen Gesichtspunkten auf zu bauen der zu den k6rperlichen

Grundlagen Kultur wesentlich beitragen wird.

   Durch Gelandearbeit sind Einzel karten der realen, und der potentiell nattirlichen

Vegetation sowie Standortskarten in groBen MaBstab hergestellt worden (Karte

in Anhang).

    Das Ergebnis sind theoretische sowie angewandte vegetationskundliche Vor-

schlage um den Ohbajoshi--Park rationell zu bauen und zu unterhalten.
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